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はじめに 

本稿は『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）の形態論情報を格納するデータ

ベース（「形態論情報データベース」）の設計と実装について記述したものである。形態

論情報データベースは、国立国語研究所（形態論情報サブグループ）において運用を行っ

ており、形態素解析辞書 UniDic の元となる見出し語のデータを格納するとともに、UniDic

による解析結果を取り込んでコーパスとして利用することを可能にしている。 

UniDic の基本設計は伝康晴氏（千葉大学・特定領域研究「日本語コーパス」電子化辞書

班班長）によるものであり、その詳細は伝康晴ほか（2007）「コーパス日本語学のための

言語資源：形態素解析用電子化辞書の開発とその応用」（『日本語科学』22 号，pp.101-122）

に論じられている。 

本稿の執筆者等は、この基本設計に拡張を加えつつ階層化された辞書見出しとコーパス

を格納するデータベースシステムを実装した。本稿では、このデータベースの設計・実装

に関する詳細を述べるとともに、運用に関する基本的な情報をあわせて記述する。「形態

論情報データベース」の利用者の手引きとするとともに、短単位を基礎とする新たなデー

タベース開発の参考資料として利用されることを期待している。 

本書で扱うのは専らデータベース上での設計と実装、およびデータベースの利用に関す

る事柄である。UniDic そのものの基本設計については前掲の伝（2007）を、データの言語

単位に関する仕様（短単位・長単位等）については『『現代日本語書き言葉均衡コーパス』

形態論情報規程集』（以下『形態論情報規程集』）を、そして形態素解析辞書 UniDic につ

いては「UniDic ユーザーズマニュアル」をそれぞれ参照されたい。 

なお、本書で記述するデータベースの仕様は 2011 年 2 月時点での状態に基づくものであ

る。 

 

2011 年 2 月 7 日  小木曽智信・中村壮範
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1. 形態論情報データベースの概要 

形態論情報データベースの主な利用目的は、次の 3 点である。 

1. 形態素解析辞書 UniDic の元となる見出し表・活用表を格納し、見出し語の追加・修正作

業を行う 

2. BCCWJ の短単位で解析されたテキストを格納し、人手による修正を行ったコアデータを

作成する 

3. 短単位で解析されたテキストを格納し、コーパスを利用した研究に利用する 

1 は辞書見出し、2，3 はコーパスのデータを扱うことになる。これに対応して、形態論

情報データベースは、1 の辞書見出しを格納する「辞書データベース」と 2，3 のコーパス

を格納する「コーパスデータベース」に分かれている。コーパスの形態論情報と辞書の情

報を同一に保つ必要があるため、それぞれのデータベースは中間に辞書見出し表から生成

される「語彙表」を挟んで連係している。コーパスに出現したすべての語は、原則として

語彙表のいずれかのレコードと関連付けられる。 

形態素解析辞書の作成という観点から見たときには、1，2 は形態素解析辞書 UniDic の

元となるデータを用意するための作業である。1 の見出し表を組み合わせることにより解析

辞書の見出し表（辞書）が生成され、2 のコアデータから学習用コーパスが作られる。この

二つのデータ元に、機械学習により形態素解析辞書が作成される。 

3 はこの形態素解析辞書によって解析されたテキストデータを学習コーパスと同様の形

式で格納したものである。このデータは言語研究に利用するだけではなく、辞書の整備（未

登録の語を見つけ出し追加する等）のためにも利用される。 

 

図 1 形態論情報データベース全体図 
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2. データベースシステム 

2.1. データベースシステムの概要 

「形態論情報データベース」は、データベースソフト（DBMS）に Microsoft SQL Server

を、クライアントに Microsoft Access で作成した専用アプリケーションを用いるクライア

ント・サーバ型のシステムとして構築されている。以下では、このシステムのネットワー

ク構成、ソフトウェア（サーバ及びクライアント）、サーバのハードウェアについて概略

を説明する。最後に、このシステムの長所と短所について簡単に述べる。 

2.2. ネットワーク 

形態論情報サブグループでは、クライアントマシンとユーザの管理のために Windows ド

メインを導入しており、このドメイン中に SQL サーバを置いている。ドメインはドメイン

コントローラのほか、クライアントマシン（Windows XP，一部 Vista）約 20 台、SAMBA

サーバ（形態素解析辞書学習用ワークステーション）で構成されている（図 2）。LAN 回

線はギガビットイーサネットである。図には示していないが、実際にはドメインコントロ

ーラ・SQL サーバのバックアップ用のマシンが常時稼働している。 

 

図 2 形態論情報データベースのサーバとクライアント 
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SQL サーバのユーザ認証は混在モードとし、ドメインによるユーザ認証（Windows 認証）

と、SQL サーバ認証の両方に対応している。ドメインユーザは Windows 認証により、ド

メイン外のマシンからのアクセスは SQL サーバ認証による。 

所外からのアクセスについては、VPN（passportOne）によってインターネット越しの

接続を可能にしている。この場合はすべて SQL サーバ認証となる。 

2.3. データベースサーバ 

サーバ OS には Windows 2003 Server R2 Standard x64 Edition、データベース管理シ

ステム（DBMS）として Microsoft SQL Server 2005 Standard Edition（SP2）を利用し

ている。十分なメモリを利用するためいずれも 64 ビット版（x64 Edition）を利用している。 

ハードウェアのスペックは次の通りである。 

メモリ：24.0GB 

CPU ：Intel Xeon X5355 ×2 

HDD ：1.0TB（RAID5） 

SQL Server の規定の照合順序（COLLATE）は Japanese90Bin2 としている。これは

BCCWJ で用いられる規定される文字（JIS X 0213 の文字集合）を適切に扱えるようにす

るためである。 

なお、オリジナル関数・ストアドプロシージャ・テーブルなど全てのデータベース上の

オブジェクトには、SQL Server の「拡張プロパティ」によって説明が付けられている。 

 

2.4. クライアントアプリケーション 

クライアントアプリケーションは Microsoft Access で開発した。一般に小規模データベ

ースで用いる mdb 形式や accdb 形式ではなく、データを全てサーバに置き Access はクラ

イアントとしての機能だけを果たす adp形式で作成している。Accessのバージョンは 2000

以降に対応している。クライアントマシンには原則として Access のインストールが必要で

あるが、無償配布されている Access ランタイムを用いることにより、Access がインストー

ルされていないクライアントからでも利用可能である。 

また、Access 標準の機能を用いることにより、エンドユーザが作業に必要なクエリ（ビ

ュー）を GUI で作成して作業に用いることも可能となっている。 

クライアントアプリケーションの詳細については、5 辞書データベース用アプリケーシ

ョン、6 コーパスデータベース用アプリケーション・大納言、7 Web アプリケーション・

中納言 を参照されたい。 
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2.5. システムの性能と評価 

2.5.1. 規模と処理速度 

2011 年 2 月現在、形態論情報データベースに格納されたデータの規模は次の通りである。 

表 1 形態論情報データベースの規模 

データベース レコード数 

辞書データベース 約 39 万語（書字形） 

語彙表 約 110 万語 

コーパスデータベース 約 3.4 億語※ 
※BCCWJ 以外のデータや重複分を含む 

システムの処理速度を示す参考値として、この状況下においてコーパスデータベース用

アプリケーション「大納言」を使用して検索を行った際の処理速度をまとめた。いずれも

実作業で多く発生する処理である。実際の検索速度は条件によって大きく異なる場合があ

る。 

表 2 コーパスの検索速度（例） 

検索の種類 検索対象コーパス ヒット件数 所要時間 

短単位検索 （出現書字形

「国語」を完全一致で検索） 

約 20 万語 12 1 秒以下 

約 200 万語 44 1 秒以下 

1 億 8 千万語 2746 1 秒以下 

全文検索 
（「日本人なら」を検索） 

約 20 万語 1 1 秒以下 

約 200 万語 4 1 秒以下 

1 億 8 千万語 117 約 13 秒 

高度な検索（前後の三品詞

を組み合わせた検索） 

約 20 万語 2 約 2 秒 

約 200 万語 14 約 3 秒 

サンプル ID 検索

（PB10_00047） 

約 20 万語 1243 1 秒以下 

約 200 万語 1243 1 秒以下 

※ 全文検索は SQL Server 2005 標準の機能によるものである。 

※ サンプル ID 検索は検索対象コーパスを増やしてもコストは変わらない。 

 

辞書データベースの側では、見出し語の辞書登録に際してリアルタイムで見出し語展開

までを行っているが、これも 1 秒以内に完了し、作業に支障はない。 

データベースの同時接続ユーザは 20 名ほどであるが、排他処理を含め問題は生じていな

い。 
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2.5.2. 開発コストとライセンス 

システムを短期間で開発して実用に供する必要があったことから、アプリケーションの

作成が比較的容易であり、一般の会社等での利用事例が多い Microsoft SQL Server と

Access の組み合わせを採用した。これにより、実際に数ヶ月という短期間で実用的なシス

テムが構築できたのみならず、その後も作業者の要望にあわせた作り込みが可能となった。

多くのユーザにとって以前から使い慣れた環境で作業できるため、余計な教育コストが掛

からない点も長所といえる。DBMS が提供する管理ツール（Microsoft SQL Server 

Management Studio）についても、使い勝手がよく習熟が容易であった。 

一方、商用ソフトウェアであるため、サーバ・クライアントの双方にライセンスが必要

である。費用の点のみであれば、開発・メンテナンスに要するコストの低減と比較すれば、

導入コストについては十分に元が取れていると考えられる。しかし、作成したソフトウェ

アをシステムごと配布するような自由な利用が難しくなっている。無償の機能制限版

Express Edition を用いることにより配布自体は可能であるものの、コーパスサイズの制限

が大きい。 
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3. 辞書データベース 

3.1. 辞書データベースの概要 

辞書データベースは、形態素解析辞書 UniDic の元となる見出し語のデータベースである。

見出し語のテーブルのほか、活用表などの辞書作成に必要な情報からなる。 

辞書データベースの基本となる見出し表は、UniDic の見出し設計にあわせて作成された

「短単位語彙素」、「短単位語形」「短単位書字形」「短単位発音形」の 4 つである。UniDic

では次のような階層化された見出し語が設定されている*。 

 
図 3 UniDic の見出し設計 

「語彙素」は国語辞典の見出し語に相当するレベルで、語の意味や語の出自などの情報

はここに記述される。 

「語形」は異語形を区別するレベルで、たとえば「アマリ（余り）」に対する「アンマ

リ」「アンマシ」「アンマ」といった異語形、上一段活用と文語上二段活用といった活用

の違いのほか、可能動詞形もここで区別される。 

「書字形」は異表記を区別するレベルで、漢字を使うか仮名書きするかといった違いの

ほか、送り仮名の揺れもここに記述される。 

「発音形」は発音やアクセントなどの情報が記述される。 

辞書データベースの見出し表はこの階層をそのまま反映している。各テーブルの詳細に

ついては 3.2 で述べる。 

 

図 4 辞書データベース短単位表のテーブル設計 

                                                  
*伝康晴ほか（2007）「コーパス日本語学のための言語資源：形態素解析用電子化辞書の開発と

その応用」『日本語科学』22 号，pp.101-122） 

語彙素 語形

書字形

発音形

元来同一と見な
しうる語をまと
め上げたもの

語形の変異を
区別したもの

発音の揺れを
区別したもの

表記の違いを
区別したもの

短単位語彙素
テーブル

短単位語形
テーブル

短単位書字形
テーブル

短単位発音形
テーブル
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各見出し語は、具体的には次のように階層化された形で格納されることになる。 

 

※発音形は語形から直接結合する 

図 5 UniDic の見出し構造の例 

辞書データベースには、見出し表のほかに、活用語を展開するための「活用表」と「活

用型表」「活用形表」、語頭変化形を展開するための「語頭変化表」、語末変化形を展開

するための「語末変化表」が存在する。 

短単位語形は、語頭変化・語末変化・活用のそれぞれの変化をこの順で反映して展開さ

れる。語頭・語末変化については 3.4 で、活用の詳細については 3.5 で、出現形展開処理の

全体については 3.6 で述べる。 

 
図 6 出現形展開の流れ 

データベース上では、各階層の見出し表のレコードはユニークな ID によって関連付けら

れており、各 ID は計算によって階層関係が確認できるように設計されている。また、見出

し表の間では、レコードの生成や削除に関連する制約が付けられている。この ID の計算方

法と見出し表の間の制約については、3.7 で述べる。 

見出し表に準ずるものとして、「書字形構成漢字テーブル」がある。これは、漢字の使

用頻度をコーパス中で使用された語ごとに数えることを可能にするためのテーブルで、書

字形テーブルと「漢字テーブル」に関連付けられている。漢字テーブルは漢字の音訓や学

年配当など、漢字そのものに関する情報を格納した表である。書字形構成漢字テーブルに

ついては 3.8 で述べる。 

このほかに、見出し語入力のための各種情報や、コーパスから取得した頻度等を格納す

るテーブルが存在する。これらの詳細は、3.9 で述べる。 

 

発音形書字形語形語彙素

ヤハリ
（矢張り）

ヤハリ

やはり

ヤハリ

矢張り

ヤッパリ やっぱり ヤッパリ

語形 語頭変化 語末変化 活用 出現形
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3.2. ⾒出し表 

3.2.1. ⾒出し表の概要 

3.1 で見たとおり、見出し表は４つの階層が ID で関連付けられて構成されている。各見

出し表の列名と、見出し表の間の関連付けを図 7 に示す。 

 

 

 
図 7 見出し表の概要 

 

以下では、特に重要な短単位語彙素テーブルから短単位発音形テーブルまでの短単位見

出し表について説明する。見出し表共通の属性については3.2.6でまとめて説明する。また、

3.3 で、各テーブル更新時に自動実行される処理（トリガ）について説明する。短単位書字

形テーブルと関連付けられる書字形構成漢字テーブルについては 3.8 で述べる。 

なお、見出し表に記載されるのは原則として基本形（終止形）のみであり、各活用形・

濁音形などは、活用表・変化表によって生成される。これらの表と展開処理については 3.5・

3.6 で別途説明する。また、各表を関連付ける ID の計算方法については 3.7.2 で説明する。 

 

短単位語彙素
語彙素ID

語彙素

語彙素読み

類

出典

状態

コメント

評価

原語表記

語義

語種

UpdUser

UpdDate

最小単位

最小単位数

短単位語形
語形ID

語彙素ID

語形SubID

語形

品詞

活用型

語頭変化型

語頭変化結合型

語末変化型

語末変化結合型

代表性

出典

状態

コメント

評価

UpdUser

UpdDate

短単位書字形
書字形ID

語形ID

書字形SubID

書字形

活用型書字形

仮名形

代表性

出典

状態

コメント

評価

UpdUser

UpdDate

短単位発音形
発音形ID

語形ID

発音形SubID

発音形

活用型発音形

アクセント型

アクセント結合型

代表性

出典

アクセント型出典

状態

コメント

評価

UpdUser

UpdDate

書字形構成漢字

書字形ID bigint

書字形構成漢字 nvarchar(1)

書字形内位置 int

ID bigint

書字形情報 nvarchar(255)

音訓等種別 nvarchar(100)

音訓 nvarchar(100)

精度 float

確定 int

UpdUser nvarchar(50)

UpdDate datetime

列名 データ型 Null を許容

見出し表
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3.2.2. 短単位語彙素テーブル 

短単位語彙素テーブルには表 3 の情報が格納される。 

表 3 短単位語彙素テーブルの列 

Index 入力 列名 説明 

◎ 自動 語彙素 ID 主キー（連番） 

○ 必須 語彙素 辞書見出しの代表表記に相当（漢字仮名混じり

表記） 
○ 必須 語彙素読み 辞書見出しに相当（カタカナ表記） 
○ ※ 語彙素細分類 語彙素を語義等によって更に細分する 
○ 必須 類 見出し語の類（体・用・相）等による区別（品

詞の上位概念に相当） 

○ 必須 語種 見出し語の出自による区別 

 自動 最小単位 見出し語を最小単位に分割した場合の数 

  原語表記 （語彙素細分類に統合、廃止） 

  出典 共通属性 

  コメント 共通属性 

  状態 共通属性 

  評価 共通属性 

 自動 更新日時 共通属性 

 自動 更新ユーザ名 共通属性 

◎：主キー，○：一意のクラスタ化インデックス 

 

 「語彙素 ID」はユニークな主キーで、1 からの連番である。ただし、見出し語の削

除によって間隔が開いている場合がある。短単位語形テーブルとの関連付けはこの

ID による。 

 「語彙素」「語彙素読み」「類」「語種」は入力が必須である。「語彙素読み」を

持たない補助記号類については空文字列を入力する（null は許容されない）。 

 「語彙素細分類」は語彙素を語義や語源によって更に細かく区別する場合の値で、

通常は空文字列である。ライト-right，ライト-light のように、「語彙素」「語彙素

読み」「類」「語種」の４属性では区別ができない場合に入力が必須となる。 

 「語種」は原則として表 4 の 7 種類のいずれかである。このうち、固有名、記号に

ついては、入力された「類」によって一意に決められる。そのため辞書登録ツール

では自動入力される。「※」は作業用の値で、見出し入力時に語種が不明であって

調査が未了であることを示す。一方「不明」は、調査の結果、複数の語源説がある

などして語種不明であることが判明したことを示す。 
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 ただし、厳密には語源「不明」であっても一般に広く受け入れられている語種が

ある場合には「和: 不明」のように「:」で区切って示した。たとえば「考える」の

語種は「和:不明」とした。この場合、コーパスとの同期には「:」の前だけを用いる。 

表 4 語種の値 

値 説明 

和 和語 

漢 漢語 

外 外来語 

混 混種語 

固 固有名 

記 記号 

不明 語種不明 

※ 確認中 

 「最小単位」は、短単位語彙素の新規登録時にトリガによって「語彙素読み」と同

一の文字列が入力される。和語・混種語・不明の場合には、これに次例のような書

式で最小単位境界を作業者が記入する。 

 「アシ/」（足） 

 「アシ/アト」（足跡） 

 「ジュウ/バコ」（重箱） 

すなわち、１最小単位から成る場合には末尾に「/」を追加し、２最小単位以上から

成る場合には単位の境界に「/」を入力する（したがって、和語・混種語・不明であ

りながら最小単位に「/」を含まないものは未処理であることを示す）。 

なお、漢語・外来語・固有名・記号の場合には、最小単位数は容易に計算ができる

ため入力を要しない。すなわち、短単位の定義から外来語・固有名・記号は常に１

最小単位であり、漢語の場合は代表表記の漢字の文字数分である。 

 テーブルに付与された制約（クラスタ化インデックス・語彙素 uniq）により、同一

の「語彙素」「語彙素読み」「語彙素細分類」「語彙素読み」「類」を持つエント

リの重複は許されない。したがってこの５属性の組み合わせによって短単位語彙素

テーブル中のエントリが一意に決まる。よって、短単位語彙素の同定には「語彙素

ID」または「語彙素」「語彙素読み」「語彙素細分類」「語彙素読み」「類」のセ

ットのいずれかを用いることができる。 

 短単位語彙素テーブルのレコードを削除する場合には、必ず子や孫となる語形・書

字形・発音形を先に削除しておかなければならない（ツールでは子や孫となる見出

し語ごと削除することができるが、データベース上ではカスケード削除には設定し

ていない）。 
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3.2.3. 短単位語形テーブル 

短単位語形テーブルには表 5 の情報が格納される。 

表 5 短単位語形テーブルの列 

Index 入力 列名 説明 

◎ 自動 語形 ID 主キー 

 自動 語彙素 ID 親の語彙素の ID 

 自動 語形 SubID 同一語彙素に関連付けられる語形の連番 

○ 必須 語形 異語形を区別するレベルの見出し（カタカナ）

 必須 品詞 品詞 

 ※ 入力活用型 活用型 ※活用語の場合は必須 

  活用型細分類 活用型の細分類（一部活用型で必須） 

  語頭変化型 濁音化などの語頭音変化の種類（型） 

  語頭変化結合型 後続要素の語頭変化形への制約の種類（型） 

  語末変化型 促音化などの語末音変化の種類（型） 

  語末変化結合型 前接要素の語末変化形への制約の種類（型） 

  代表性 共通属性 

  状態 共通属性 

  評価 共通属性 

 自動 更新日時 共通属性 

 自動 更新ユーザ名 共通属性 

 

 短単位語形テーブルの新規レコードを入力するには、必ず親となる語彙素が入力済

みでなければならない。また、短単位語形テーブルのレコードを削除する場合には、

必ずこの見出し語の子となっている書字形・発音形を先に削除しておかなければな

らない（ツールでは子の見出し語を自動削除することができるが、データベース上

ではカスケード削除には設定していない）。 

 「語形 ID」は短単位語形テーブルの主キーで、語彙素 ID に一定数をかけて語形

SubIDを足したもの。「語彙素 ID」は当該語形の親となる語彙素の ID。「語形SubID」

は同一語彙素の元にぶらさがる語形にふった 1 からの連番。ID 生成の詳細は 3.7.2

を参照のこと。ツールにおいて語形 ID の入力は自動で行われる。 

 「語形」「品詞」は入力が必須である。また、活用語の場合には「活用型」も入力

が必須である。 

 「語形」には、たとえば語彙素「やはり」の場合、「ヤハリ」の異語形である「ヤ

ッパリ」「ヤッパシ」「ヤッパ」などがぶら下がることになる。なお、語頭が濁音
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になる形は後述の語頭変化型で生成するため個別には入力しない。 

動詞の場合には、文語形、可能動詞形についてもこのレベルで区別する。したがっ

て語彙素「書く」の語形として、五段活用動詞（五段-カ行-一般）「カク」のほかに、

下一段活用（下一段-カ行）の「カケル」、四段活用動詞（文語四段-カ行）の「カク」

がぶら下がることになる。 

 「品詞」には、当該語の品詞として適切なものを選択して入力する。選択可能な品

詞は、資料①の品詞一覧を参照。なお、選択可能な品詞は当該語形の親となる語彙

素の「類」によって制限される。そのため、ツールでの入力時には選択肢が自動で

絞られる。 

 「入力活用型」には、当該語が活用語である場合に限り、活用型を選択する。活用

型は品詞によって選択できる型が変わるため、ツールでの登録時には選択肢が自動

で絞られる。一部の活用型では「活用型細分類」で活用型を詳細に区分する必要が

ある。活用型については、資料②の活用型一覧を参照。 

 「語頭変化型」は濁音化などの語頭音変化の種類を示す。たとえば「カイ（貝）」

の場合、ここに「カ濁」型を指定することにより、基本形「カイ」と濁音形「ガイ」

の二つの語形が生成されることになる。変化形を持たない語の場合は指定しない。

詳細は 3.4.2 を参照。語頭変化型の種類は資料④（107 ページ）参照。 

 「語末変化型」は濁音化などの語頭音変化の種類を示す。たとえば「サンカク（三

角）」の場合、ここに「ク促」型を指定することにより、基本形「サンカク」と促

音形「サンカッ」の二つの語形が生成されることになる。変化形を持たない語の場

合は指定しない。詳細は 3.4.3 を参照。語末変化型の種類は資料⑤（108 ページ）参

照。 

 特定の語形について、自動生成されない活用形の書字形を登録したい場合には、特

殊活用形によって入力する。詳細は 3.5.7 を参照。 

 このほか、語形レベルの属性として「語形代表表記」がある。これは当該語形の代

表的な表記形で、たとえば動詞「読む」の語形「ヨム」であれば「讀む」や「よむ」

ではなく「読む」を代表表記とするものである。この属性は、語形レベルに直接記

述するのではなく、当該語形の子となる書字形のうち一つだけに「代表」属性を持

たせることにより記述している。これにより語形代表表記はその基本形・変化形と

も自動生成が可能であり、語彙表展開時には語形代表表記を列として語形テーブル

に追加したビューを利用している。 
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3.2.4. 短単位書字形テーブル 

短単位書字形テーブルには表 6 の情報が格納される。 

表 6 短単位書字形テーブルの列 

Index 入力 列名 説明 

◎ 自動 書字形 ID 主キー 

 自動 語形 ID 親となる語形の ID 

 自動 書字形 SubID 同一語形に関連付けられる書字形の連番 

○ 必須 書字形 表記を区別するレベルの見出し 

 必須 仮名形 書字形をカタカナ表記にしたもの 

 自動 活用型書字形 （関数で生成） 

  代表性 共通属性 

  状態 共通属性 

  評価 共通属性 

 自動 更新日時 共通属性 

 自動 更新ユーザ名 共通属性 

 

 短単位書字形テーブルの新規レコードを入力するには、必ず親となる語形が入力済

みでなければならない。短単位書字形テーブルのレコードを削除した場合には、関

連付けられる書字形構成漢字のレコードがトリガによって削除される。 

 「書字形 ID」は短単位書字形テーブルの主キーで、語形 ID に一定数をかけて書字

形 SubID を足したもの。「語形 ID」は当該書字形の親となる語形の ID。「書字形

SubID」は同一語形の元にぶらさがる書字形にふった 1 からの連番。ID 生成の詳細

は 3.7.2 を参照のこと。ツールにおいて書字形 ID の入力は自動で行われる。 

 「書字形」は当該語の表記を記述する。活用語の場合には原則として活用語尾が仮

名書きで含まれなければならない。 

 「仮名形」は当該語をカタカナ表記にしたもの（日本語入力辞書への応用を考慮し

たもので、形態素解析には利用しない）。 

 「活用型書字形」はデータベース内部における活用形展開に必要な書字形に関する

情報である。たとえば形容詞「赤い」のウ音便は、漢字表記の場合には「赤う」と

末尾のみ変化させればよいが、かな書きされる「あかい」の場合には「あこう」と

二文字分変化させる必要がある。このため、内部の活用型では「形容詞-カイ+一般」

と「形容詞-カイ+かな」とに区別されている。このときの「+」以降の部分が活用型

書字形である。現在のデータベースでは、この情報を静的に格納せず、データベー
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ス上の関数によって活用型と書字形から動的に生成している。この関数については

資料⑧オリジナル関数一覧を参照。 

 「代表性」は一つの語形の子となる（兄弟の）書字形について、いずれか一つだけ

が True となる。この属性は語彙表の「語形代表表記」を自動生成するために利用さ

れる。 

3.2.5. 短単位発⾳形テーブル 

短単位発音形テーブルには表 7 の情報が格納される。 

表 7 短単位発音形テーブルの列 

Index 入力 列名 説明 

◎ 自動 発音形 ID 主キー 

 自動 語形 ID 親となる語形の ID 

 自動 発音形 SubID 同一語形に関連付けられる発音形の連番 

○ 必須 発音形 発音を区別するレベルの見出し 

  アクセント型 アクセント型（アクセント核のある位置） 

  アクセント修飾型 活用によるアクセント変化の種類（型） 

  アクセント結合型 前接（後続）要素との結合時のアクセント変化

の種類（型） 

 自動 活用型発音形 （関数で生成） 

  代表性 共通属性 

  状態 共通属性 

  評価 共通属性 

 自動 更新日時 共通属性 

 自動 更新ユーザ名 共通属性 

 

 短単位発音形テーブルの新規レコードを入力するには、必ず親となる語形が入力済

みでなければならない。 

 「発音形 ID」は短単位発音形テーブルの主キーで、語形 ID に一定数をかけて発音

形 SubID を足したもの。「語形 ID」は当該発音形の親となる語形の ID。「発音形

SubID」は同一語形の元にぶらさがる発音形にふった 1 からの連番。ID 生成の詳細

は 3.7.2 を参照のこと。ツールにおいて発音形 ID の入力は自動で行われる。 

 「発音形」は当該語の発音をカタカナで記述する。発音を示すものであるため助詞

「は」なども「ワ」で表される。長音は常に「ー」で、また「ヅ」「ヂ」は常に「ズ」

「ジ」で表される。 
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 「アクセント型」は当該語のアクセントをアクセント核の位置を示す数字で表す。

すなわち、頭高型は「1」、平板型は「0」となる。 

 「アクセント修飾型」は特定の活用形を取る場合に起こるアクセント型の変化の種

類を記述する。詳細は UniDic ユーザーズマニュアルを参照。 

 「アクセント結合型」は複合語を作ったり、自立語に付属語が結合したりする際に

起こるアクセント型の変化の種類を記述する。詳細は UniDic ユーザーズマニュアル

を参照。 

 「活用型発音形」はデータベース内部における活用形展開に必要な発音形に関する

情報である。たとえばカ行五段活用動詞のイ音便の発音形は、「書く」の場合には

「カイ」と「イ」になるが、「聞く」のように語幹がイ段（またはエ段）で終わる

場合には「キー」と長音符号に置き換える必要がある。このため、内部の活用型で

は「五段-カ行-一般」を「=一般」と「=イエ段」とに区別している。このときの「=」

以降の部分が活用型発音形である。現在のデータベースでは、この情報を静的に格

納せず、データベース上の関数によって活用型と発音形から動的に生成している。

この関数については資料⑧オリジナル関数一覧を参照。 

3.2.6. ⾒出し表の共通属性 

見出し表（短単位語彙素テーブル、短単位語形テーブル、短単位書字形テーブル、短単

位発音形テーブル）に共通して付けられるレコードに関する情報がある。これらを表 8 に

示す。主として見出し語に関するメタ的な情報や管理情報であり、必ずしも必須の情報で

はない。 

表 8 見出し表の共通属性 

列名 説明 

出典 当該の見出し語のソースとなった資料 

状態 当該の見出し語の利用の状態を示す 

代表性 当該見出し語が同階層において代表性を持つかどうか（未整備） 

コメント 当該の見出し語に関する情報（自由記述） 

評価 児童向けの表記、創作固有名詞等の情報 

更新日時 最終更新日時 

更新ユーザ名 最終更新ユーザ 

 

 「出典」は当該の見出し語のソースとなった資料を示す。最初に登録された時点で

の出典を示すもので、コーパスの追加によって他のソースでの使用が確認された場

合には更新されるわけではない。「出典」の種類については資料⑥参照。 
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 「状態」は当該見出し語の形態素解析辞書での利用状態を表すもので、１文字の記

号（及びその組み合わせ）で示す。たとえば「仮」は仮登録であることを示し、確

認が完了するまで形態素解析辞書には出力されない。また「Z」はコアデータに出現

したことから辞書登録を行ったものの、特殊な語であるため形態素解析辞書には出

力しないことを示す。その他の「状態」の一覧は資料⑦を参照。 

なお「状態」属性は、短単位語彙素・語形・書字形・発音形の全ての階層に付与す

ることができるが、実際の解析辞書作成用データの出力に当たっては短単位書字形

テーブルの状態だけが参照される。 

 「代表性」は、当該見出し語が、同じ階層のグループの中で代表となることを示す

もので、真偽値（True／False）で表される。たとえば語形「ヤハリ」「ヤッパリ」

「ヤッパシ」「ヤッパ」のなかで「ヤハリ」を代表形とする場合に「ヤハリ」を代

表性 True とすることになる。ただし、現在は完全な運用を行っていない（その階層

のグループの中で最初に作られたものが代表性を持つように自動処理されている）。 

3.3. ⾒出し表のトリガ 

４つの見出し表は、レコードの新規登録時や更新時にデータベース上で既定の自動処理

が実行される（トリガによる処理）。各見出し表のトリガで行われる処理には「語彙表生

成処理」「更新情報記入処理」「書字形構成漢字処理」の三つがある。 

「語彙表生成処理」は、辞書データベースとコーパスデータベースをつなぐ語彙表に、

見出しを追加したり、更新したり、削除したりするものである。処理の内容を表 9 に示し

た。見出し語を新規登録する場合には、短単位語彙素・短単位語形・短単位書字形・短単

位発音形の４つの見出しテーブルがそろったときに初めて語彙表の見出し生成が実行され

る。見出し表のレコードの削除時には、対応する語彙表の見出しも削除される。語彙表生

成の詳細については 3.4～3.6 を参照のこと。 

 

表 9 語彙表生成処理 

対象テーブル 短単位語彙素テーブル・短単位語形テーブル・短単位書字形テーブル・短

単位発音形テーブル 

実行条件 新規登録時に語彙素から書字形・発音形までがそろい語彙表生成が可能に

なったとき、または次の 9 属性（語彙素・語彙素読み・語彙素細分類・類、

語形・品詞・活用型、書字形、発音形）のアップデート時 

処理内容 語彙表の見出しを追加・更新・削除する。 

 

「更新情報記入処理」はその見出し語を更新した日時とユーザ名を、各見出し表の「更

新日時」「更新ユーザ名」に記入する処理である。処理の内容を表 10 に示した。 
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「語彙表生成処理」と「更新情報記入処理」は、見出し表の更新の中でも、語彙表を更

新する必要がある重要な情報が更新された場合にのみ実際の処理が行われる。「出典」の

修正やコメントの追加などでは語彙表再生成が行われないので、更新情報もアップデート

されない。 

表 10 更新情報記入処理 

対象テーブル 短単位語彙素テーブル・短単位語形テーブル・短単位書字形テーブル・

短単位発音形テーブル 

実行条件 新規登録時、または次の 9 属性（語彙素・語彙素読み・語彙素細分類・

類、語形・品詞・活用型、書字形、発音形）のアップデート時 

処理内容 更新した日時とユーザ名を、各見出し表の「更新日時」「更新ユーザ名」

に記入する。語形が削除された場合は語形削除ログテーブルに新規レコ

ードを作成する。 

 

「書字形構成漢字処理」は、短単位書字形に変更があったときに当該書字形に関連付け

られている書字形構成漢字テーブルを更新するものである。処理内容を表 11 に示す。書字

形構成漢字詳細については 3.8 を参照のこと。 

 

表 11 書字形構成漢字処理 

対象テーブル 短単位書字形テーブル 

実行条件 新規登録時、または「書字形」のアップデート時 

処理内容 書字形構成漢字テーブルに当該書字形に含まれる漢字を追加・更新・削

除する。 

 

 

3.4. 語頭・語末変化 

3.4.1. 語頭・語末変化の概要 

語頭・語末変化は、連濁などの規則的な現象によって生じる語形変化を反映させた形を

生成するための処理である。濁音化などの「語頭変化」と促音化などの「語末変化」に分

かれる。特に数詞は複雑な語形変化を起こす。語頭変化と語末変化の両方を起こす語はい

まのところ数詞のみである。 
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3.4.2. 語頭変化 

語頭変化とは、「語形」が持つ「語頭変化型」に応じて、語形変化による語形を展開す

る処理である。ここでは、「カ濁」型の語頭変化型を持つ語形「カメ（亀）」を例に説明

する。 

語頭変化表（資料④）によれば、「カ濁」型には、語頭語形「カ」の基本形と、語頭語

形「ガ」の濁音形がある。これにより、語形「カメ」は元の形である基本形「カメ」と、

語頭文字を置き換えた濁音形「ガメ」に展開される。基本形と濁音形は語頭変化形 SubID

にもとづき違う ID が与えられる。 

書字形のレベルでは、濁音形の書字形は、漢字表記の場合には基本形と同じものが使わ

れるが、ひらがな・カタカナで書かれている場合には書字形の先頭部分も変化させたもの

が出力される。この処理はデータベース上のオリジナル関数とストアドプロシージャによ

って行われる。 

図 8 はこの処理を図示したものである。このうち、辞書データベースに直接登録されて

いるのは語彙素と語形の基本形にあたる部分、及びその配下にある書字形であって、濁音

形以下の部分は語頭変化型にもとづき自動で生成されたものである。 

なお、語頭変化型の一覧は資料④を参照のこと。語頭変化の種類によっては、半濁音形

をもつなど、２つ以上の変化形を持つこともある。 

 
図 8 語頭変化 

3.4.3. 語末変化 

語末変化とは、「語形」が持つ「語末変化型」に応じて、語形変化による語形を展開す

る処理である。ここでは、「ク促」型の語末変化型を持つ語形「サンカク（三角）」を例

に説明する。 

書字形語形語彙素

カメ（亀）

カメ

（基本形）

亀

カメ

かめ

ガメ

（濁音形）

亀

カメ

かめ
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語末変化表（資料⑤）によれば、「ク促」型には、語末語形「ク」の基本形と、語末語

形「ッ」の促音形がある。これにより、語形「サンカク」は元の形である基本形「サンカ

ク」と、語末文字を置き換えた促音形「サンカッ」に展開される。基本形と促音形は語末

変化形 SubID にもとづき違う ID が与えられる。 

書字形のレベルで、促音形の書字形は、漢字表記の場合には基本形と同じものが使われ

るが、ひらがな・カタカナで書かれている場合には書字形の語末部分を変化させたものが

出力される。この処理はデータベース上のオリジナル関数とストアドプロシージャによっ

て行われる。  

図 9 語末変化はこの処理を図示したものである。このうち、辞書データベースに直接

登録されているのは語彙素と語形の基本形にあたる部分、及びその配下にある書字形であ

って、促音形以下の部分は語末変化型にもとづき自動で生成されたものである。 

なお、語末変化型の一覧は資料⑤を参照のこと。語末変化の種類によっては、２つ以上

の変化形を持つこともある。 

 
図 9 語末変化 

3.5. 活⽤ 

3.5.1. 活⽤の概要 

活用は、語形が持つ活用型に応じて、活用形を展開する処理である。活用型の一覧はデ

ータベースの活用型テーブルに記述されている。活用型の一覧は資料②活用型に、活用形

の一覧は資料③に示した。 

データベース上では「短単位語形テーブル」と「活用表テーブル」を活用型によって結

合することで各活用形を生成する。活用表テーブルは長大であるためになるため、本書で

は省略したが、表の一部を3.5.4で例示した。項目等の詳細については資料⑩を参照のこと。 

各活用形の語形（出現形）は、活用表テーブルに記述された活用語尾をもとにして作ら

れる。同様に、その語形の子である書字形・活用形も、活用表テーブルに記述された活用

語尾をもとにしてそれぞれの出現形を生成する。 

書字形語形語彙素

サンカク
（三角）

サンカク

（基本形）

三角
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なお、活用語が語頭・語末変化型を持つ場合には、語頭語末変化による語形展開を行っ

た後で活用形が展開される。 

3.5.2. 活⽤形の展開 

動詞・形容詞等の活用語の場合、短単位語形テーブルに活用型が記述されている。活用

表テーブルに接続して、この活用型に応じて各活用形を生成するのが活用形の展開である。 

活用に際して、書字形が異なると変化する語尾の部分が異なる場合がある。たとえば、

カ行変格活用の動詞「来る」では、仮名で書かれた「くる」の場合、未然形の書字形は「こ」、

連用形は「き」だが、漢字で書かれた「来る」では書字形はいずれも「来」である。この

ように、辞書登録されている書字形によって活用語尾の書字形を変える必要があるため、

書字形に「活用型書字形」の情報を持たせて活用形の展開の仕方を変えている。形態論情

報データベースでは活用型書字形は関数によって自動で生成するようになっている。 

同様の活用語尾変化の違いが、発音形についても起こる。これは主に音便形の処理で発

生するもので、例えば語形が「オイ」でおわる形容詞は、その前がオ段の場合には終止形な

どの発音形を長音にする必要がある（「トオイ」→「トーイ」）のに対し、それ以外の場合には

その必要がない（「アオイ」→「アオイ」）。このため、発音形に「活用型発音形」の情報を

持たせて活用形の展開の仕方を変えている。活用型発音形は関数によって自動で生成する

ようになっている。 

 

図 10 活用形展開の流れ 
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このようにして各語形が展開された後、活用型簡略化（3.5.3）が行われ、活用形の展開が

完了する。 

3.5.3. 活⽤型の簡略化 

入力活用型と活用型細分類を結合し、活用型書字形と活用型発音形を次の書式で付加し

たものを詳細活用型と呼んでいる。活用表は詳細活用型を中心にして構成されている。 

内部活用型： 入力活用型-活用型細分類(+活用型書字形)(=活用型発音形) 

活用形の展開が終わった後は「活用型簡略化テーブル」を使って入力活用型だけの簡略な

形に変換している。展開が終われば、詳細な活用型の区別は不要になるためである。コー

パスデータベースのデータはこの入力活用型で登録されているほか、形態素解析辞書の出

力でもこの活用型が使われる。入力活用型のことを単に活用型とも呼ぶ。 

このため、活用型を整理すると次のようになる（表 12）。 

 

表 12 活用型の例 

活用型の段階 例 説明 利用者 

入力活用型 
（活用型） 

カ行変格 見出し表（短単位語形）への

登録，コーパス，形態素解析

辞書で使われる 

UniDic の全 
ユーザ 

形容詞 

下一段-ア行 

活用型細分類 
 見出し表（短単位語形）への

登録時に入力活用型に追加

して使われる 

見出し追加作

業者のみ 
オイ 
一般 

内部活用型 
カ行変格+かな 

データベース内部の処理で

使われる 
活用表管理者

のみ 
形容詞-オイ+一般=オ段 
下一段-ア行-一般 

 

活用型細分類は、見出し表（短単位語形）への追加を行う作業時と、活用形展開を行う際にの

み用いられる。詳細活用型はデータベース内（および UniDic2 におけるデータベース外での活

用形展開）で使われるのみであり活用表を更新する管理者を除き直接に関わることはない。（入

力）活用型は、UniDic のエンドユーザを含めた全ての利用者が使うことになる。 

なお、活用形展開時には、活用形 ID を与えるために、活用形についても詳細活用形が使

われている。 
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3.5.4. 活⽤表 

それぞれの活用型がどの活用形を持つかは、辞書データベースの活用表テーブルに記述

されている。あわせて 3000 行を超える膨大な量になるため、本書では省略するが、その一

部を以下に例示する。辞書登録型に活用型書字形と活用型発音形の情報を付与した内部活

用型とその活用型が持つ活用形を基準としたテーブルになっている。 

 

表 13 活用表の例（カ行変格活用） 

内部活用型 活用形 活用語尾 代表性
活用語尾

書字形
活用語尾

発音形
活用語尾

仮名形
アクセント

修飾型 活用形 

カ行変格+かな 仮定形-一般 クレ 0 くれ クレ クレ  仮定形-一般 

カ行変格+かな 仮定形-融合 クリャ 0 くりゃ クリャ クリャ  仮定形-融合 

カ行変格+かな 命令形 コイ 0 こい コイ コイ  命令形-一般 

カ行変格+かな 意志推量形 コヨウ 0 こよう コヨー コヨウ M1@1 意志推量形-一般

カ行変格+かな 意志推量形 コヨッ 0 こよっ コヨッ コヨッ M1@1 意志推量形-促音

カ行変格+かな 意志推量形 コヨ 0 こよ コヨ コヨ M1@0 意志推量形-短縮

カ行変格+かな 未然形-一般 コ 0 こ コ コ  未然形-一般 

カ行変格+かな 終止形-一般 クル 1 くる クル クル  終止形-一般 

カ行変格+かな 終止形-撥音便 クン 0 くん クン クン  終止形-撥音便 

カ行変格+かな 連体形-一般 クル 0 くる クル クル  連体形-一般 

カ行変格+かな 連体形-撥音便 クン 0 くん クン クン  連体形-撥音便 

カ行変格+かな 連体形-省略 ク 0 く ク ク  連体形-省略 

カ行変格+かな 連用形-一般 キ 0 き キ キ  連用形-一般 

カ行変格+一般 仮定形-一般 クレ 0 れ クレ クレ  仮定形-一般 

カ行変格+一般 仮定形-融合 クリャ 0 りゃ クリャ クリャ  仮定形-融合 

カ行変格+一般 命令形 コイ 0 い コイ コイ  命令形-一般 

カ行変格+一般 意志推量形 コヨウ 0 よう コヨー コヨウ M1@1 意志推量形-一般

カ行変格+一般 意志推量形 コヨッ 0 よっ コヨッ コヨッ M1@1 意志推量形-促音

カ行変格+一般 意志推量形 コヨ 0 よ コヨ コヨ M1@0 意志推量形-短縮

カ行変格+一般 未然形-一般 コ 0  コ コ  未然形-一般 

カ行変格+一般 終止形-一般 クル 1 る クル クル  終止形-一般 

カ行変格+一般 終止形-撥音便 クン 0 ん クン クン  終止形-撥音便 

カ行変格+一般 連体形-一般 クル 0 る クル クル  連体形-一般 

カ行変格+一般 連体形-撥音便 クン 0 ん クン クン  連体形-撥音便 

カ行変格+一般 連体形-省略 ク 0  ク ク  連体形-省略 

カ行変格+一般 連用形-一般 キ 0  キ キ  連用形-一般 
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3.5.5. 詳細活⽤形と活⽤形 ID 

語彙表の生成にあたって、データベース内部では出現形の差異を反映したさらに詳細な

活用形（詳細活用形）が用いられる。例えば、活用型「サ行変格-スル」の命令形では「せ

よ」「しろ」など複数の形がある。コーパス（形態素解析結果）ではこれらを活用形の名

前としては区別しないが、データベース中ではこれに「命令形-一般」「命令形-ロ」のよう

に別の名前・別の ID を与えて区別している。これは語彙表の生成にあたって、実際の書字

形や発音形に拠らず、ID のみで語彙エントリをユニークに決定する必要があるためである。

語彙表 ID の計算では詳細活用形に付与された ID が使われる。詳細活用形とその ID は、

辞書データベースの活用形テーブルに定義されており、語彙表生成の際に参照される。 

3.5.6. 活⽤形テーブルと活⽤型テーブル 

辞書データベースには活用表テーブルの他に「活用形テーブル」と「活用型テーブル」

がある。活用形テーブルは活用形 ID の付与に使われ、語彙表の展開に必須である。一方、

活用型テーブルは辞書管理ツールで活用型を入力する際に選択するためのデータソースと

して利用するものであって、活用形展開時に利用されることはない。「品詞テーブル」も

同様である。 

3.5.7. 特殊活⽤形と特殊活⽤形テーブル 

一般の活用表では生成できない特殊な活用形を辞書登録したい場合がある。たとえば、

活用語尾までがカタカナ書きされる「イイ（良い）」「デキル（出来る）」や、活用語尾

のない特殊な表記「也（助動詞）」、特殊な語形「ま～す」などである。これらをすべて

活用表に登録して扱うことは煩雑となるため、「特殊活用形テーブル」を用いて必要な活

用形だけを生成できるようにしている。 

例： イイ   形容詞「良い」の終止形 

   デキル  動詞「出来る」の連体形 

   也    文語助動詞「なり-断定」の終止形 

特殊活用形は、書字形の子となる形で結合された特殊な見出し表で、次の項目を持つ（一

部を省略した）。 

表 14 特殊活用形テーブルの主な列 

Index 入力 列名 説明 

◎ 自動 書字形 ID  

 自動 特殊活用形 SubID 同一書字形に関連付けられる特殊活用形の連

番 
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○ 必須 書字形出現形  

  詳細活用形 活用表と結合するための内部活用形 
※対応する活用形が親語形にある場合に必要 

  活用形 語彙表に出力される活用形 
※対応する活用形が親語形にない場合に必要 

  語形出現形 ※対応する活用形が親語形にない場合に必要 

  発音形出現形 ※対応する活用形が親語形にない場合に必要 

  仮名形出現形 ※対応する活用形が親語形にない場合に必要 

  状態 共通属性 

  出典 共通属性 

 自動 更新日時 共通属性 

 自動 更新ユーザ名 共通属性 

 

 特殊活用形は、親となる語形が対応する活用形を持たない場合には、語彙表に必要

となる全ての情報を持つ必要があるため、これ以外に次の属性を保持することがで

きる。 

語頭変化型・語頭変化形・語頭変化結合型・語末変化型・語末変化形・語末変化結

合型・アクセント型・アクセント結合型・アクセント修飾型・語形代表表記 

 

3.6. 語彙表⽣成のまとめ 

語彙表は、語頭・語末変化（3.4 参照）と活用（3.5 参照）を組み合わせて作られる（図 11）。 

 

 

図 11 語彙表生成の流れ 

 

例として「カライ（辛い）」の場合をあげる。「カライ」は、「カ濁」の語頭変化型を

持つため、基本形「カライ」と濁音形「ガライ」が展開される。さらに、「カライ」は活

用語であるから形容詞の各活用形が展開される。語形の下にある書字形・発音形について

も全ての活用形が展開される。図 12 にこの展開の様子の一部を示した。 

語形 語頭変化 語末変化 活用 出現形
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図 12 語彙表生成の例 

 

3.7. ⾒出し表の関連付け 

3.7.1. ⾒出し表の関連付けの概要 

短単位語彙素・短単位語形・短単位書字形・短単位発音形の４つの見出し表は階層構造

を持ち、それぞれの見出し語が ID で関連付けられている。また、４つの見出し全体として

重複する値が入力されないようにデータベース上の制約が付けられている。ここでは、こ

の見出し表の ID の計算方法と、見出し表の間の制約について述べる。 

3.7.2. ⾒出し ID 

見出し表はそれぞれの ID によって結合される。各表の ID は親となる見出し語の見出し

ID をもとにした計算によりユニークな数字が与えられる。各変化形の ID から親の見出し

ID は計算で求めることができる。SubID は子の階層に位置する見出し語に、親となる見出

し語ごとに付与されている 1 から 32 までの数字（連番）である。 

語形 ID = 語彙素 ID*32 + 語形 SubID 
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書字形 ID = 語形 ID*256 + 書字形 SubID 

発音形 ID = 語形 ID*256 + 発音形 SubID 

たとえば、語彙素 ID が 1000 の語彙素の子である語形は、語形 ID として 32001（1000×

32＋1）から 32032（1000×32＋32）までの数字を持つことになる。この語形の子である

書字形の書字形 ID は、8192257（32001×256＋1）から 8192512（32001×256＋256）ま

での数字となる。 

したがって、各変化形の ID から親となる見出し語の見出し ID は計算で求めることがで

きる。たとえば、書字形 ID が 16384257 である場合、語形 ID は 256 で割って端数を切り

捨てたものである。16384257÷256＝64001.00390625 であるから、語形 ID は 64001 とな

る。また、この語形の語彙素 ID は、32 で割って端数を切り捨てたものである。64001÷32

＝2000.03125 であるから、語彙素 ID は 2000 となる。 

実際には、ID 変換用の関数を用意しているのでデータベース上ではこれを用いて変換す

ることになる。 

 
図 13 見出し語 ID の例 

親エントリの ID に乗じている数字は、子見出しの最大数を決める定数で、データベース

の ID 変換マスタテーブルに規定されている。この数字は変更される可能性がある。そのた

め、ID 計算に関する全ての処理は、固定した数値を用いず、ID 変換マスタテーブル（表 15）

の値を使用する。 

表 15 ID 変換係数マスタテーブル 

見出し ID 係数

語彙素 ID 1

語形 ID 32

書字形 ID 256

発音形 ID 256

(語頭変化形 ID) 16

(語末変化形 ID) 16

語彙表 ID 512

 

なお、表 15 の語頭変化形 ID・語末変化形 ID・語彙表 ID は、後述する語彙表 ID 生成

で利用する数字である。 
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3.7.3. 語彙表 ID 

活用・変化形の全てを展開した場合の ID（語彙素 ID）は、次のように計算される。 

語彙表 ID =(((書字形 ID * 256 + 発音形 SubID) * 16 + 語頭変化形 subID) * 16 

 +語末変化形 subID) * 512 + 活用形 ID 

活用・変化形の展開が行われるため、語形より下の見出し ID（基本形の ID）は語彙素

ID とは直接に対応しない。式の二重下線部が語頭変化、下線部までが語末変化を反映させ

た ID に相当する。最後に、活用による変化を反映させるため 512 を乗じて活用形 ID を足

している。 

図 14 に例として形容詞「辛い」の語彙表 ID を生成した場合の語彙表 ID を図示する。 

 

図 14 語彙表 ID 生成の例 

3.7.4. ⾒出し表の⼀意制約 

見出し表は、重複した見出しの入力を防ぐために、次の二通りの組み合わせで常にユニ

ークであることを保証する制約が付けられている。これにより重複する見出しは入力する

ことができなくなっている（誤って入力した場合にはロールバックされる）。 

この制約は、SQL Server のインデックス付きビュー（Schema Binding）の機能によっ

て実現している。 
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表 16 見出し表の一意制約 
テーブル 
制約 短単位語彙素 短単位語形 

短単位 
書字形 

短単位 
発音形 

制約１ 語彙素・語彙素読み・語彙素細分類 語形・品詞・活用型 書字形  

制約２ 語彙素・語彙素読み・語彙素細分類 語形・品詞・活用型 書字形 発音形 

 

なお、単独のテーブル内の見出し制約として、これ以外に短単位語彙素テーブルの次の

一意制約がある（3.2.2 参照）。 

表 17 語彙素の一意制約 
テーブル 

制約 
短単位語彙素 

語彙素制約 語彙素・語彙素読み・語彙素細分類・類 

 

「類」は「品詞」（語形テーブル）の上位概念であるため、見出し表の一意制約に「類」

は含まれていない。 

3.8. 書字形構成漢字 

3.8.1. 書字形構成漢字の概要 

書字形構成漢字表は、書字形を構成する漢字がどのように読まれているかという情報を

持つ。書字形構成漢字表とコーパスを結びつけることにより、コーパス中の漢字の音訓別

頻度表を作成することができる。また、単漢字の情報を含む漢字表と結合することにより、

常用漢字や教育漢字の音訓がコーパス中の漢字の読みをどれだけ網羅しているかといった

情報も得られる。 

書字形構成漢字表の実体は辞書データベースの書字形構成漢字テーブルである。書字形

構成漢字テーブルは書字形 ID を格納し、短単位書字形テーブルと書字形 ID で対応する。

また、書字形 ID 以外に書字形内位置、字種、音訓等種別、音訓を格納している。字種、音

訓等種別、音訓については、これら 3 項目の組み合わせで一意となっている漢字テーブル

で管理されていて、書字形構成漢字テーブルの字種・音訓等種別・音訓の組み合わせは漢

字テーブル内にある何れかの字種・音訓等種別・音訓の組み合わせと一致している。 

書字形構成漢字テーブル・漢字テーブルの列名等の詳細は資料⑩テーブル一覧を参照の

こと。 

3.8.2. 書字形構成漢字の更新 
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書字形構成漢字テーブルへのレコードの追加は、トリガを使用した自動処理またはツー

ルを使用した手動処理により行う。 

自動処理については、短単位語彙素テーブルと短単位書字形テーブルに作成した自動処

理用のトリガにより次の通り実行される。 

まず、漢字が含まれる書字形を短単位書字形テーブルに登録すると、書字形構成漢字を

生成するトリガが起動し（①）、登録した書字形と仮名形と、関連する短単位語彙素テー

ブルの情報を元にして（②）、漢字テーブルに登録されたレコードの中から字種・音訓等

種別・音訓の組み合わせで最も合致率（精度）の高いものを推測し（③）、その字種・音

訓等種別・音訓を書字形構成漢字テーブルに格納する（④）。 

また、短単位語彙素テーブルには書字形構成漢字を生成する際に必要な情報（人名・組

織名等）が格納されているために、短単位語彙素テーブルのレコードを更新した際にも、

短単位語彙素テーブルに関連付けされている短単位書字形テーブルのレコードについて、

書字形構成漢字が再生成される。 

 
図 15 書字形構成漢字の自動生成概念図 

 

このような自動処理によって生成されたレコードについては、必ず作業者によるチェッ

クが行われ、誤りがあれば修正される。その際に使用されるのが、書字形構成漢字修正ツ

【 短単位語彙素テーブル 】

辞書データベース

【 短単位書字形テーブル 】

トリガ

トリガ

【書字形構成漢字テーブル 】

花‐訓‐はな
園‐音‐ソノ

【漢字テーブル 】

花‐訓‐はな
花‐音‐カ

…

園‐訓‐えん
園‐音‐ソノ

①

③

④
②
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ールである。書字形構成漢字修正ツールについては 5.3 書字形構成漢字修正ツール（47 ペ

ージ）を参照。 

3.8.3. 漢字⾳訓頻度表⽣成処理 

自動処理によって生成され、手動処理によって整えられた書字形構成漢字テーブルのデ

ータは、漢字音訓頻度表の作成などに利用される。なお、漢字音訓頻度表の生成について

は専用のエクセルファイルのマクロ処理により行われる。生成条件を与えれば、マクロ処

理によって、出現頻度の集計から印刷のために体裁を整える処理まで自動で行われる。 

漢字音訓頻度表の生成は次のようなテーブル間の関連性を利用して行われる。漢字テー

ブルと書字形構成漢字テーブルは字種・音訓等種別・音訓をキーに 1 対多対応している（①）。

書字形構成漢字テーブルは書字形 ID を格納しているので、辞書データベースの短単位書字

形テーブルと対応している（②）。また短単位テーブルが格納している語彙表 ID からは書

字形 ID を算出できるので、短単位テーブルと短単位書字形テーブルは対応している（③）。

以上の関係性により、短単位テーブル内での字種・音訓等種別・音訓の頻度表を容易に生

成することができる。 

 
図 16 書字形構成漢字関係のテーブル関連図 

 

辞書データベース

短単位語彙素テーブル

短単位語形テーブル

短単位書字形テーブル

書字形構成漢字テーブル

漢字テーブル

短単位テーブル

コーパスデータベース

①

②

③
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図 17 漢字音訓頻度表生成マクロ 

3.9. ⾒出し処理の参考⽤テーブル 

見出し表や語彙表の内容と直接関係するデータではないが、見出し語の入力や修正に当

たって作業者が参照する必要のあるデータについても辞書データベース内に格納している。

この種のデータには種々のものがあるが、ここでは特に重要な見出し処理の参考用のテー

ブルについて述べる。 

3.9.1. 要注意語テーブル 

「要注意語」とは、短単位の認定において特に注意を要する語のことで、「要注意語テ

ーブルは」そうした語のリストを格納したものである。要注意語には、付属語扱いする語

のリストや、全体で一短単位扱いする例外的な語のリストなどが含まれる。これらについ

ては『形態論情報規程集』にも記載されているほか、辞書データベース用アプリケーショ

ンから参照することができるようになっている。 

テーブルの仕様については、資料⑩の「要注意語テーブル」を参照。内容については『形

態論情報規程集』参照のこと。 
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3.9.2. 要注意誤⽤例テーブル 

「要注意誤用例」は「要注意語」の代表的な用例を登録したテーブルである。一つの要

注意語に複数の用例を用意する必要から別テーブルとなっており、ID で関連付けられてい

る。このテーブル内の用例は、要注意語の情報とともに『形態論情報規程集』にも記載さ

れているほか、辞書データベース用アプリケーションから参照することができるようにな

っている。 

テーブルの仕様については、資料⑩の「要注意語用例テーブル」を参照。内容について

は、『形態論情報規程集』参照のこと。 

3.9.3. 頻度表 

「頻度表」は辞書データベースの見出し語ごとに、コーパスデータベース中の用例数を

書き込んだテーブルである。コーパスデータベースの変更を反映するため、ジョブによっ

て定期的に更新されている。 

学習用コーパスとして使用されることもある人手修正データについては、個々のコーパ

スジャンルごとの頻度の内訳が次の例のような書式で記録される。 

w9:b85:n143:(42832)   

(コアデータでは白書に 9 例、書籍に 85 例、新聞に 143 例、全コーパスでは 42832 例) 

「:」が区切り記号で、アルファベットがジャンルを示す略号、続く数字がジャンル内の

用例数、最後の括弧入りの数字がコーパス全体での頻度となっている。コーパスのジャン

ルを示す略号は、見出し表の「出典」と共通である。 

辞書データベース用アプリケーションでも、この形式で各階層の見出し語の品語が表示

される。 

3.9.4. 語形削除ログ 

語形削除ログは、さまざまな理由により語形見出し語を移動したり削除したりした場合

に、削除された語形と、削除の日時・ユーザ名などを記録するテーブルである。語形の見

出しは、他の見出し表と比べ特に移動が多く外来語の見出し語形などで登録基準を誤りや

すいため、特に削除の記録を用意して、削除されたものを再登録することがないように配

慮しているものである。 

語形削除ログは、見出し表から削除が行われたときにトリガにより自動で記録される（3.3

参照）。 
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3.10. 分類語彙表テーブル 

3.10.1. 分類語彙表テーブルの概要 

『分類語彙表』とは、国立国語研究所で刊行されている、語を意味によって分類・整理

したシソーラス（類義語集）である。UniDic による形態素解析結果に分類語彙表番号を自

動的に付与することを目的に、分類語彙表データベース（『分類語彙表－増補改訂版デー

タベース』）の情報をデータベースに取り込み、UniDic の見出し表と関連付ける（UniDic

の見出し語に分類語彙表番号を付与する）作業を行っている。 

分類語彙表番号は UniDic の階層では語彙素の階層に付与される。しかし、多義語の場合

などに両者の間で一対一の対応をするとは限らない（多対多の関係になる）ため、関連付

けのために中間テーブル（分類語彙表関連付けテーブル）を挟んで結合している。 

分類語彙表の関連付けには、専用のツールを使用する。分類語彙表ツールについては 5.4

（49 ページ）参照。 

 

3.10.2. 短単位語彙素テーブルとの関連付け 

分類語彙表テーブルは中間テーブル（分類語彙表関連付けテーブル）を介して短単位語

彙素テーブルと関連付けされている。関連付けには両者の主キーである分類語彙表番号と

語彙素 ID を用いる。表 18・表 19 に分類語彙表関係のテーブルの構成を、図 18 に分類

語彙表関係のテーブルと辞書データベース（UniDic）の見出し表との関係を示す。 

 

表 18 分類語彙表テーブル 

列名 説明 
分類語彙表番号 主キー。分類語彙表データベースの項目と同じ 
レコード種別 同上 
部門 同上 
中項目 同上 
分類項目 同上 
見出し 同上 
見出し読み 同上 
更新作業者 （見出し表の共通属性に準ずる） 
更新日時 （見出し表の共通属性に準ずる） 
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表 19 分類語彙表関連付けテーブル 

列名 説明 
語彙素 ID 短単位語彙素テーブルの ID 
分類語彙表番号 分類語彙表の ID 
更新作業者 更新作業者名 
更新日時 更新日時 

 

 

図 18 分類語彙表関係のテーブルと見出し表の関係 

 

  

短単位語彙素テーブル

辞書データベース

分類語彙表

分類語彙表番号

語彙素ID
中間テーブル
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4. コーパスデータベース 

4.1. コーパスデータベースの概要 

BCCWJ のデータは XML で記述されている。コーパスデータベースでは、この情報を関

係データベースの一般的な表で表現するために、「文字表」「短単位表」「文字修正表」

「数字タグ表」「ルビ表」「タグ表」の各表に分けて取り込んでいる。形態論情報の処理

に直接関連するタグのみ専用テーブルに書き込み、その他のタグは一括してタグ表で保管

する。いずれのテーブルもサンプル ID と原文における文字位置をキーとして関連付けられ

ている 

コーパスデータベースには各種のコーパスが格納されている。そのうち、人手修正を施

したデータをコアデータと呼ぶ。コアデータは形態素解析辞書 UniDic の学習用コーパスと

して利用される。コアデータ以外のデータは、見出し表に登録するための未登録語の採集

や、コーパスを利用する研究のために用いるデータである。コアデータか否かの区分は短

単位テーブルの「コーパス名」によって区別される。BCCWJ のコアデータは「_core」で

終わるコーパス名が付けられている。 

4.2. コーパスデータベースのテーブル 

コーパスデータベース内のテーブルは主に文字テーブルを軸として、サンプル ID と文字

開始位置・文字終了位置をキーにして関連付けされている。また、辞書データベースとは

語彙表テーブルを介して関連付けされている。これによりコーパスデータベース用アプリ

ケーション・大納言（50 ページ）等のアプリケーションからはコーパスデータベース内の

ほぼ全てのデータにアクセスできるようになっている。以下にテーブルの一覧とその説明

を示す（表 20）。特に重要な短単位テーブルについては 4.3（38 ページ）、長単位テーブ

ルについては 4.4（40 ページ）で詳細を説明する。その他のテーブルについては資料⑩及

びサンプルデータ（134 ページ以降）を参照されたい。サンプルデータでは、テキストの同

一箇所を例として挙げ、各テーブル上でどのように表現されるかを示している。 

 

表 20 コーパスデータベースのテーブル一覧 

テーブル名 説明 

文字テーブル 1 レコードにプレーンテキストの 1 文字を格納する、コーパスデ

ータベース内の各テーブルの基準となるテーブル。短単位テー

ブルや長単位テーブルなどは文字テーブルと常に対応がとれる

ように更新される。主なフィールドはサンプル ID・文字開始位

置・文字終了位置・文字・固定長フラグ・可変長フラグがある。
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テーブル名 説明 

短単位テーブル 1 レコードに 1 短単位、文章（テキスト）を形態素解析した結果

を格納するテーブル。主なフィールドにサンプル ID・文字開始

位置・文字終了位置・出現書字形・品詞・活用型・語彙表 ID・

文開始位置・文終了位置・コーパス名などがある。 

数字テーブル XML における数字タグの情報を格納するテーブル。大納言の対

話式数字変換機能を利用して値の修正やレコードの追加・削除

が可能である。主なフィールドにサンプル ID・文字開始位置・

文字終了位置・数字変換型などがある。 

文字修正テーブル XML における文字修正タグの情報を格納するテーブル。大納言

の文字修正機能を利用して値の修正やレコードの追加・削除が

可能である。主なフィールドにサンプル ID・文字開始位置・文

字終了位置・修正型・原文文字列などがある。 

振り仮名テーブル XML における振り仮名タグの情報を格納するテーブル。大納言

の文字修正機能を利用して値の修正やレコードの追加・削除が

可能である。主なフィールドにサンプル ID・文字開始位置・文

字終了位置・振り仮名などがある。 

タグテーブル XML タグの全ての情報を格納するテーブル。原則としては情報

の修正は行われない。主なフィールドにサンプル ID・文字開始

位置・文字終了位置・タグ情報がある。 

文テーブル 1 レコードに 1 文を格納する、全文検索処理で利用されるテーブ

ル。XML 解析時には存在しないデータである。コーパスデータ

ベースに取り込んだ後、短単位テーブルの文開始位置・文終了

位置と対応する形で、データベースのジョブ処理により自動的

に生成される。主なフィールドにサンプル ID・コーパス名・文

開始位置・文などがある。 

語彙表テーブル 1 レコードに 1 短単位を格納する、辞書データベースを利用して

生成されるテーブル。未知語等の一部の語を除く短単位テーブ

ルに存在する全ての語を網羅している。辞書データベースの語

彙素・語形・書字形・発音形テーブルが更新されると、トリガ

処理により語彙表テーブルも更新される。またユニーク ID（語

彙表 ID）により、短単位テーブルと対応関係をとる（大納言を

使用して対応付けをする）ことによって、辞書データベースの

語彙素・語形・書字形・発音形テーブルが更新されると、短単

位テーブルも更新される。主なフィールドに語彙表 ID・出現書

字形・品詞・活用型などがある。 
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テーブル名 説明 

長単位テーブル 文章（テキスト）を長単位規定に準じて解析した結果を格納す

るテーブル。1 レコードが 1 長単位になっている。長単位の修正

は大納言の長単位モードにより行う。長単位の属性については、

長単位語彙表テーブルの中から選択する。主なフィールドにサ

ンプル ID・文字開始位置・文字終了位置・長単位出現書字形・

長単位品詞・長単位語彙素・文節などがある。 

長単位語彙表テーブル 長単位用の語彙表。短単位で使われる語彙表テーブルとは異な

り辞書データベースとは連携しておらず、長単位テーブルの出

現ベースで生成される。主なフィールドに長単位出現書字形・

長単位品詞・長単位活用型などがある。 

伏字テーブル 伏字化した文字のオリジナルの文字と文字の位置を格納するテ

ーブル。伏字化の対象としては短単位テーブルの出現書字形と

振り仮名テーブルのルビの 2 種類がある。大納言の伏字化モー

ドを使用して伏字化と復元を行う。 

 

 
図 19 コーパスデータベースのテーブル関連図 

 

4.3. 短単位テーブル 

短単位テーブルは形態素解析結果を取り込んだもので、コーパスデータベース内でも最

も重要な役割をもつテーブルであり、SQL 文からで直接利用することも多い。利用に際し

て必要となる情報を表 21 に示す。 
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表 21 短単位テーブルの列名 

項目 説明 
形態素解

析の出力

取り込み

時に必須
区分 

コーパス名 コーパス名（ジャンル別等）   ○ 

基本となる出典情報 
サンプル ID BCCWJ のサンプル ID ○ ○ 

連番 サンプル内の並び順  ○※ ○ 

文境界 文頭（B）またはそれ以外(I) ○ ○ 

文字開始位置 文字テーブルの開始 ID   ○ 文字表・その他のテーブ

ルとの接続用 文字終了位置 文字テーブルの終了 ID   ○ 

語彙素読み 当該短単位の語彙素読み ○ ○ 

基本となる形態素情報

（基本 8属性） 

語彙素 当該短単位の語彙素 ○ ○ 

語彙素細分類 当該短単位の語彙素細分類 ○ ○ 

品詞 当該短単位の品詞 ○ ○ 

活用型 当該短単位の活用型（簡略活用型） ○ ○ 

活用形 当該短単位の活用形（簡略活用形） ○ ○ 

出現書字形 語形変化・活用後の書字形 ○ ○ 

出現発音形 語形変化・活用後の発音形 ○ ○ 

語彙表 ID 
展開した語彙表の ID（展開後の語

として一意） 
    基本となる形態素 ID 

語彙素 ID 対応する短単位語彙素の ID     

コーパス利用のための

追加形態素情報（冗長）
語種 当該短単位の語種 ○   

語形 語形（語形変化・活用前の基本形） ○   

文開始位置 文テーブルの開始 ID     
文テーブルとの接続用 

文終了位置 文テーブルの終了 ID     

固定長フラグ BCCWJ の固定長サンプル内か否か     コーパス利用のための

追加出典情報（冗長） 可変長フラグ BCCWJ の可変長サンプル内か否か     

学習フラグ 学習用コーパスとしての採否情報     
学習用コーパスとして

の情報 

用法 
語の用法情報(名詞用法・形状詞用

法など)  

UpdUser 最終更新ユーザ名     
更新情報 

UpdDate 最終更新日時     

表の「区分」中に「（冗長）」とした項目は、データ利用の便宜上、短単位テーブル内に

保持しているものの、他のマスタテーブルから取得可能な情報である。 

 

 

 



4.コーパスデータベース 
 

40 
 

4.4. ⻑単位テーブルと⽂節 

長単位は、BCCWJ の形態論情報として付与される言語単位の一つで、文節をもとに、そ

こから付属語等を取り去ったものに相当する。一つの長単位は、一つの短単位または複数

個の短単位の連続となる（BCCWJ における長単位・文節の定義については『形態論情報規

程集』を参照のこと）。 

短単位と長単位・文節は、表 22 のような関係にあり、文節境界は常に長単位境界であり、

文節・長単位境界は常に短単位境界となる。また、文節や長単位は短単位の連続からなる。

ただし、注釈的な括弧などにより、長単位が短単位の連続とならない場合がある。短単位

と長単位は、語彙素・品詞・活用型等の情報をもつが、文節は境界のみを記録している。 

 

表 22 短単位・文節境界・長単位の例 

短単位境界 短単位 文節境界 長単位境界 長単位 

B 文化 B B 文化庁文化交流使事業 

B 庁  

B 文化  

B 交流  

B 使  

B 事業  

B は B は 

B ， B ， 

B 芸術 B B 芸術家 

B 家  

B ， B ， 

B 文化 B B 文化人等 

B 人  

B 等  

B ， B ， 

B 文化 B B 文化 

B に  に 

B 携わる B B 携わる 

B 人々 B B 人々 

B に  に 

B ， B ， 

B 一定 B B 一定期間 

B 期間  

 

長単位はコーパスに出現したものを単位として認めるという形を取っており、コーパス

から切り離した見出し表としては管理しない。そのため形態論情報データベースではコー

パスデータベースの中でのみ取り扱われ、辞書データベースとは直接関係しない。後述す
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る長単位語彙素テーブルはあくまでも長単位データ作成作業用のものであり、辞書見出し

としての整備を意図したものではない。 

長単位に関係するテーブルとしては、長単位テーブル、長単位語彙表テーブルがある。 

長単位テーブルは、出現した長単位の情報を格納するテーブルであり、語彙素・品詞・

活用型などの情報が、短単位の情報を利用して付与される（資料⑩、サンプルデータ⑭（137

ページ）参照）。長単位が定まれば文節も自動的に決まることから、文節情報についても

長単位テーブルに記録されている。 

長単位語彙表テーブルは、一度出現した長単位を記録して、長単位付与作業に利用する

ためのテーブルである（6.8.2（84 ページ）、及び、資料⑩、サンプルデータ⑮（138 ペー

ジ）参照）。長単位テーブルと長単位語彙表テーブルは属性（長単位出現書字形・長単位

品詞等）で関連付けされている。 
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5. 辞書データベース⽤アプリケーション 

5.1. 概要 

辞書データベースへの登録・修正を行うアプリケーションとして、辞書管理ツール

「UniDic Explorer」がある。また、特定目的のツールとして「書字形構成漢字情報入力ツ

ール」「分類語彙表ツール」がある。この 3 種のアプリケーションについてその機能、処

理内容を説明する。 

5.2. 辞書管理ツール UniDic Explorer 

辞書管理ツール「UniDic Explorer」は辞書データベースに見出し語を追加するための中

心となるツールである。 

 

図 20 UniDic Explorer 画面 
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見出し語の追加・修正作業には、見出し語表の階層をそのまま表示し、修正が可能なと

なっている。以下、その機能について説明する。 

5.2.1. ⾒出し語の検索 

UniDic Explorer では、各階層の見出し語や関連する情報をもとに、見出し表に登録され

た語を検索・表示することができる。 

 

 

図 21 UniDic Explorer の検索用コントロール 

 

検索対象としては、使用頻度の高い「語彙素読み」「語彙素」「語形」「書字形」のほ

か、「その他」を選択して発音形や見出しに付けられたコメントなどを検索することがで

きる。この際、検索オプションとして条件を「完全一致」「前方一致」「後方一致」「部

分一致」から検索できる。語彙素 ID を入力することで、直接語彙素を指定することも可能

である。 

左ペインには検索した語が UniDic の階層を反映したツリー構造で表示され、右ペインに

は各階層の見出し語が、階層構造をそのまま反映した形で表示される。 

 

 

図 22 UniDic の階層を反映したツリー 

 

ツリーには階層を示すアイコンと各見出し語の ID、各階層の代表的な項目が表示される。

項目は、語彙素見出しでは語彙素と類、語形見出しでは語形と品詞、書字形見出しでは書

字形、発音形見出しでは発音形である。ツリーの項目をクリックすると、当該レコードが

選択され、右ペインに表示されて編集が可能になる。 
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図 23 UniDic の階層を反映したレコード表示 

5.2.2. ⾒出し語の追加 

見出し語の追加は、各見出し階層画面の ボタンによって行う。このボタン押下時に、

ID は所定の手続きにより自動で計算され入力される（3.7.2 参照）、こののち新規見出し語

の入力が可能になる。 

見出し表の制約により、見出し語は必ず親となる見出し語から追加する必要がある。ま

た、見出し語を削除する場合には、その見出し語の子となっている見出し語を全て削除し

なければならない。 

なお、画面上部の「出典」を選択しておくことで、新規レコードの出典が自動的に入力

される。出典の選択肢は出典テーブルと関連付けられている。また、画面上部の「モード」

で「仮登録」を選択すると、新規レコードの状態として「仮」が自動的に入力される。 

5.2.3. ⾒出し語の修正 

データベースのレコードを表示するコントロールは、そのままデータベース上の項目と

関連付けられているため、画面上での修正した結果はそのままデータベースレコードの修

正として反映される。アップデート処理は、修正したレコードから他に移動したときに行

われる。 

なお、画面上部の「モード」で「閲覧」を選択すると、誤って修正することを禁止する

閲覧モードとなり、レコードの修正ができなくなる。 
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5.2.4. ⾒出し語の移動・コピー 

ツリーの項目を選択するか、右ペインの「選択」ボタンを押下することにより、項目が

選択され、画面下のツリー操作用コントロールに選択項目が表示される（図 24 の①）。こ

の状態で「→」ボタンを押下すると、右側のコントロールが利用可能になり、当該項目の

コピー・移動を行うモードとなる（②）。もう一度ツリーの項目を選択するか、右ペイン

の「選択」ボタンを押下することにより、移動・コピー先が右側に指定される（③）。そ

の後、「コピー」ボタンを押下すると当該項目をコピー、「移動」を押下すると当該項目

を移動する。 

 

① 
↓ 

② 
↓ 

③ 

図 24 見出し語の移動・コピー 

 

移動・コピーは当該見出し語だけでなく、子や孫となる見出し語全体をまとめて行われ

る。なお、②の状態で「削除」ボタンを押すことにより、当該の見出し語を子や孫となる

見出し語ごと全て削除することもできる。 

同一見出しの元にコピーする場合、一意制約に対応するため、同一見出し語の場合には

主となる見出しの後に「（コピー）」の文字を付与したものがコピーされる。 

5.2.5. 参考情報の参照 

「要注意語」などの見出し処理の参考用テーブルは、UniDic Explorer の画面上から呼び

出して閲覧することができる（3.9 見出し処理の参考用テーブル・32 ページ参照）。 

検索用テキストボックスに検索語を入力語、画面上部の「要注意語」「削除語形」等の

ボタンを押下することにより、該当する語の情報を表示することができる。 
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図 25 要注意語テーブルの参照 

 

頻度表の情報（コーパス中の頻度）は右ペインの各階層の見出し語の部分に常に表示さ

れている。頻度情報の横の「用例」ボタンを押下することで、当該語のコーパス中の用例

を文脈付きで全て表示することができる。 

 

 
図 26 頻度表の情報と用例参照ボタン（書字形） 

 

 
図 27 コーパス中の用例の参照 
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5.3. 書字形構成漢字修正ツール 

自動生成処理（3.8 書字形構成漢字・29 ページ参照）によって書字形構成漢字テーブル

に追加されたレコードは、書字形構成漢字修正ツールを使用してチェックする。データが

誤っている場合には、正しい情報に修正する。必要であれば、漢字テーブルへのレコード

の追加も行う。 

書字形構成漢字テーブルは、漢字についての情報（字種・音訓種別・音訓）以外に、自

動処理時の精度情報と、手動処理の際に入力する確定フラグを格納している。精度情報に

ついては、自動処理によって書字形構成漢字のレコードが生成された際の、結果の確から

しさを数値で表している（最低 0~最高 1）。また、確定フラグは作業者によるチェックや

修正作業が終了したことを表している。 

書字形構成漢字テーブル内で確定フラグが立っていないレコードについては、夜間のジ

ョブによって再生成処理が行われる。作業者によって漢字テーブルに新しくレコードが追

加されれば、再生成処理によってこれまで誤っていたものに正しい漢字の情報が付与され

る可能性があるためである。 

 

 
図 28 書字形構成漢字修正ツール 
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図 29 書字形構成漢字修正ツールの概念図 

  

書字形構成漢字テーブル

漢字テーブル

辞書データベース
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5.4. 分類語彙表ツール 

分類語彙表テーブルと語彙素テーブルの関連付け作業（3.10 分類語彙表テーブル・34 ペ

ージ参照）には、分類語彙表ツールを使用する。分類語彙表ツールを使用して、関連付け

テーブルへのレコードの追加や削除などを行う。 

分類語彙表ツールにおける分類語彙表の検索項目は、分類番号、見出し、見出し読み、

分類語彙表番号があり、それぞれ完全一致、前方一致、後方一致による検索を行うことが

できる（①）。 

分類語彙表の検索結果は②に表示される。また②で選択した分類語彙表テーブルのレコ

ードと対応している、または対応付けの候補として考えられる短単位語彙素が③に表示さ

れる。なお、語彙素読みまたは語形が見出し読みと一致するものを候補としている。 

作業者は関連付けする語彙素を③で選択し、実行ボタンを押す（④）。すると分類語彙

表関連付けテーブルにレコードが追加され、短単位語彙素テーブルと分類語彙表番号とが

関連付けされる。 

 

 

図 30 分類語彙表ツール 

  

① 

② 

③ 

④ 
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6. コーパスデータベース⽤アプリケーション・⼤納⾔ 

6.1. ⼤納⾔の概要 

大納言は 1 億語規模の短単位とそれに付随するデータを格納するコーパスデータベース

内の各テーブルに対する検索、更新を行うためのツールである。 

 

図 31 大納言の基本操作画面 

 

 

大納言は、MS-Access でデザインされた UI 部とデータベースに格納されたストアドプロ

シージャ・関数等が連動した一連のシステムとなっている。大納言で使用されている主な

ソフトウェアは以下の通りである。 

 

OS Windows Server 2003 R2 

データベース SQL-Server2005 

クライアントソフトウェア Microsoft Access 2000 以上 
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6.2. メイン作業画⾯ 

大納言のメイン作業画面を以下に示す。 

 

図 32 「大納言」メイン操作画面 

 

①コントロール部 

検索条件の入力やソート項目の指定、モード切り替え等の基本的な操作を行う部分。 

②KWIC 表示部 

検索結果が表示される。分割結合や対話式数字変換処理等の処理する語の選択はここで

行う。 

③周辺語情報表示部 

KWIC 表示部（②）で選択中の語の前後（周辺）の語の情報が表示される。また、KWIC

表示部で表示していない数字情報や文字修正情報、振り仮名情報等も表示される。 

④処理範囲指定部 

KWIC 表示部（②）と組み合わせて使用する。KWIC 表示部（②）で選択した語について、

その処理範囲を指定する。 

⑤修正内容指定部 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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正しい語の区切り位置を指定する。また、語の属性情報を語彙表から選択する形で入力

する。分割結合等の処理をした場合は、②で選択された語について④の範囲が⑤に置き

換わる。 

⑥実行ボタン 

実行ボタンを押すことでストアドプロシージャが起動し、コーパスデータベース内のテ

ーブルの値が更新される。更新前・更新中・更新後には文脈チェックを行い、データが

不正に書き変わらないかをチェックしている。問題があった場合、処理はロールバック

される。 

6.3. ⼤納⾔の機能 

大納言の主な機能としては、以下のものがある。 

6.3.1. 検索機能 

大納言では以下の検索方法によりデータベース内を検索することができる。検索結果は

KWIC が付与された状態で表示される。 

・短単位検索 

・語彙素読み（完全一致・前方一致・後方一致）の検索 

・語彙素（完全一致・前方一致・後方一致）の検索 

・出現書字形（完全一致・前方一致・後方一致）の検索 

・全文検索 

短単位の境界を意識することなく、出現書字形を検索することができる。検索条件に

正規表現を使用することもできる。検索には全文検索用の文テーブルを使用する。全

文検索システムのロジックは後述する。 

・サンプル ID 検索 

サンプル ID を指定して検索する。複数のサンプル ID を指定することもできる。 

・高度な検索 

5 語の繋がりまでであれば、検索条件を自由に指定して検索することができる。理論上

はコーパスデータベース、辞書データベースに保存されているあらゆるデータを使用

して検索することが可能である。また、検索条件は保存することができ、作業者間で

検索条件を共有することができる。この仕組みによって、管理者が作成した複雑な検

索条件を作業者が簡単に利用することができる。 



6.コーパスデータベース⽤アプリケーション・⼤納⾔ 
 

53 
 

6.3.2. ソート機能 

検索結果の KWIC を並び替えて表示することができる。ソート項目は最大 4 つまで指定

することができる。 

6.3.3. 同⼀属性⼀括処理機能 

同じ属性を持つ語については、一括で更新処理を行うことができる。この処理について

は 6.5.3 同一属性レコードの一括処理（68 ページ）を参照。 

6.3.4. ⽂字修正機能 

文字テーブルのデータを修正することができる。データ修正時には関連するテーブルの

データも修正され、整合性が維持される。文字修正機能を利用する際は大納言を文字修正

モードに切り替えて行う。 

 

 
図 33 「大納言」のモード切替ボタン 

6.3.5. 対話式数字変換機能 

手作業による数字変換処理をサポートする。データ修正時には関連するテーブルのデー

タも修正され、整合性が維持される。対話式数字変換機能を利用する際は大納言を対話式

数字変換モードに切り替えて行う。内容については 6.6（78 ページ）を参照。 

6.3.6. ⻑単位分割結合機能 

長単位の境界と属性を修正することができる。長単位の属性は長単位語彙表テーブルに

あるものから選択する。短単位語彙表とは異なり、長単位語彙表テーブルは辞書データベ

ースとは連携しておらず、コーパスデータベースのみで管理する。辞書データベースの更

新は、長単位語彙表テーブルに影響しない。長単位分割結合を利用する際は大納言を長単

位分割結合モードに切り替えて行う。 

6.3.7. データのインポート機能 



6.コーパスデータベース⽤アプリケーション・⼤納⾔ 
 

54 
 

形態素解析によって出力された解析結果のテキストと関連するデータを、データベース

上のテーブルにインポートすることができる。取り込みできるデータは短単位データ（テ

ーブル）、文字データ（テーブル）、文字修正データ（テーブル）、タグ（テーブル）、

数字データ（テーブル）、振り仮名データ（テーブル）である。 

 

図 34 データのインポート機能 

振り仮名データ・数字データ・タグデータは必ずしもインポートする必要はない。タグ

データは、大納言を使用した人手修正後にデータベース内のデータを使用して XML 文書を

再構成してエクスポートする場合にのみ必要となる。 

なお、大量のデータを一度にインポートする必要がある場合には、DBMS の管理ツール

によって手動で読み込む必要がある。 

6.3.8. データの削除機能 

コーパスデータベースは複数のテーブルが連動しているので、データの削除を適切に行

わないとテーブル間の連動性が失われてしまう危険があるが、大納言ではデータの削除を

安全に行うことができる。 

 

図 35 データの削除機能 

6.3.9. エクスポート機能 

短単位検索・全文検索・サンプル ID 検索・高度な検索での検索結果の KWIC をテキス

ト形式（符号化方式は UTF-16LE）で保存することができる。 



6.コーパスデータベース⽤アプリケーション・⼤納⾔ 
 

55 
 

6.3.10. 処理時の⽂脈チェック機能 

同時実行性を低下させないために、テーブルのロックは最小限にしている。そのため、

複数の作業者が同時に更新処理した場合でもオリジナルの文が失われることがないよう、

処理の過程で文脈のチェックが頻繁に行われる。 

6.3.11. ⽂節修正機能 

文節を修正することができる。文節修正機能を利用する際は大納言を長単位分割結合モ

ードに切り替えて行う。 

6.3.12. データの保護 

大納言は作業者が複数いることを前提として、各作業者専用の作業テーブル（一時テー

ブル）を使用して作業内容を管理している。大納言を使用した操作内容は作業テーブルに

反映され、短単位テーブル等の更新はデータベースに登録されたストアドプロシージャが

作業テーブルのデータを利用して行う。作業テーブル以外のテーブル(短単位テーブル・長

単位テーブル等)はユーザから隔離されているので、作業者の誤入力や誤操作などのトラブ

ルからデータが守られるようになっている。また、一連のデータ更新処理はトランザクシ

ョン処理で行われるので、処理の過程でトラブルが起こった場合でもデータの整合性が維

持される。 

 

図 36 作業テーブルを使用したデータの隔離 

コーパスデータベース

作業テーブル

作業テーブル

ストアドプロシージャ

短単位テーブル等
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6.4. 検索機能 

6.4.1. 検索処理の概要 

コントロール部のうち、検索に使用される部分について説明する。検索方法は大きく分

けて 4 種類ある。 

・短単位検索 

・サンプル ID 検索 

・全文検索 

・高度な検索 

短単位検索は短単位テーブルの語彙素、語彙素読み、書字形に対する検索を行う。また、

それぞれ検索方法として前方一致・後方一致・完全一致を指定することができる。 

 

図 37 「大納言」の検索用コントロール 

 

短単位検索結果の表示例を以下に示す。短単位検索は修正すべき短単位があらかじめわか

っている場合や同一属性一括処理をする場合などに有効である。 

 
図 38 「短単位検索」による検索結果の例 

 

サンプル ID 検索は、短単位テーブルのサンプル ID について検索を行う。検索対象のサ

ンプル ID を複数指定することもできる。 
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図 39 サンプル ID 検索 

 

サンプル ID 検索結果の表示例を以下に示す。サンプル ID 検索は、特定のサンプルについ

て先頭から順番に短単位をチェックしていく場合などに有効である。 

 
図 40 「サンプル ID 検索」による検索結果の例 

 

全文検索については、文テーブルを使用して検索を行う（処理の詳細については後述）。

検索文字列に正規表現を使用することもできる。 

 
図 41 全文検索条件の例（正規表現） 

 

全文検索検索結果の表示例を以下に示す。全文検索は、誤解析などで短単位がどこで区

切られているかわからない場合や、正規表現を利用したパターンマッチングを行いたい場

合などに有効である。 

 

 
図 42 「全文検索」による検索結果の例 
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高度な検索は 5 語までの繋がりについて検索することができる。検索項目にはコーパス

データベースのほぼ全ての項目を使用することができ、さらに辞書データベース等の項目

も指定することができる。例えば辞書データベースの短単位語彙素テーブルの値に対して

検索条件を指定するような複雑な式を記述することも可能である。また、高度な検索の条

件式は保存することができるので、管理者が複雑な検索条件を作成して保存すれば、作業

者が同じ条件で検索すること可能である。 

 

図 43 「高度な検索」の条件指定 

 

高度な検索結果の表示例を以下に示す。高度な検索は、特定の語の繋がりのパターンを

検索したい場合などに有効である。 

 
図 44 「高度な検索」による検索結果の例 

 

検索は、各検索方法専用のストアドプロシージャで処理される。各ストアドプロシージ

ャは、独自のロジックで短単位テーブル内の検索を行うが、検索結果が作業者専用の作業

テーブル内に保存されるという点で共通している。各検索ストアドプロシージャが独立し

ていることによって、検索の機能拡張や修正などを容易に行うことができる。 
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図 45 検索用ストアドプロシージャと作業テーブル他の関係 

 

6.4.2. 検索対象コーパスの指定 

コーパスデータベース（の短単位テーブル）には 1 億語が格納されることを想定している

が、日常的な作業でデータベース全体に対する検索や更新を行うことは殆どなく、大抵は

作業者ごとにある程度限られた範囲内について検索や更新などの作業を行っている。もし

検索時に検索対象を限定する機能がなく、毎回データベース全体が対象になってしまうよ

うでは、検索にかかる負荷が増大してしまい、作業効率が低下してしまう。そこで、大納

言では前述の 4 種類の検索条件以外にも、「検索対象コーパス」を検索条件に指定するこ

とができるようにしている。 

検索対象コーパスの指定は、前述の 4 種類の検索方法と組み合わせて使用する。また、

検索対象コーパスは複数指定することができる。例えば、白書コアデータに限定した出現

書字形の検索や、書籍コアデータと新聞コアデータに限定した全文検索をすることができ

る。 

検索対象コーパスを指定することによるメリットとしては、前述の通り検索対象を絞る

ことによる検索時の負荷の低減がある。また、作業（検索）対象を制限できるので、作業者

の意図しないコーパスのデータ変更を防ぐメリットもある。 

コーパスデータベース

作業テーブル

作業テーブル

全文検索ストアドプロシージャ

高度な検索ストアドプロシージャ

サンプルID検索ストアドプロシージャ

短単位

テーブル

短単位検索ストアドプロシージャ
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図 46 検索方法指定の概念図 

 
図 47 検索対象コーパスの指定画面 

 

6.4.3. 前後⽂脈⽣成処理 

KWIC 画面では語についての前後文脈が表示されるが、コーパスデータベース内には語

についての前後文脈を格納していない。なぜなら、コーパスデータベースは総語数 1 億語

を想定している為に、その語の全てについて文脈を格納するというのは、データベースの

容量上も、管理上も適切ではないからである。また、全ての語についての前後文脈を管理

するということは、文字修正処理や対話式数字変換処理のような出現形書字形が変更され

る処理の際に、実際の修正レコード以外の前後文脈も更新しなければならず、処理の負荷

が増大してしまうことになる。 

以上のようなことを考慮して、大納言では検索の都度、短単位テーブルの出現書字形か

ら文脈を生成する処理を行うことで、前後文脈を取得している。 

短単位検索 ファイル名検索 高度な検索 全文検索

検索対象コーパス指定

コーパスデータベース
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なお、文脈生成処理は短単位検索以外（サンプル ID 検索・全文検索・高度な検索）でも

使用している。各検索プログラムは内部に文脈生成処理を含んでいて、短単位テーブルか

文脈生成に必要な範囲のデータを取得し、文脈を生成した後に作業テーブルに格納してい

る。 

 

図 48 文脈生成処理概念図 

 

ただし、検索のたびに文脈を生成するということは、文脈を生成する処理の分だけ検索

結果の取得に時間がかかるというデメリットがある。このデメリットを可能な限り小さく

するために、短単位テーブルではサンプル ID と連番にクラスタ化インデックスを設定して

いる。これによって、語の出現順とデータの物理的な順序関係が一致し、文脈生成時の短

単位の並べ替え処理を不要にしている。 

問題は連番の振り方であるが、もし連番が 1、2、3…と隙間なく振られていた場合、ある

語を分割処理しようとすると、連番が詰まっているために、追加(挿入)するレコードに連番

が振れなくなってしまう。こうした点を考慮して、短単位テーブルではあらかじめ連番を

10、20、30…のように 10 間隔で振っておき、分割結合時に追加(挿入)するレコードには端

数（10 で割り切れない数）を振ることによって、新規レコードを既存レコード間に挿入でき

るようにしている。 

分割結合時の具体的な連番の振り方の例を示す。出現書字形「これは」を「これ」と「は」

に分割処理する場合、修正する先頭の語の連番を n とすると、それ以降の語の連番は n+1、

n+2…のように端数にする。こうすることで、語の物理的な相対位置を維持したまま新規レ

コードを挿入することができる。 

コーパスデータベース

作業テーブル

短単位検索

ストアドプロシージャ

短単位

テーブル

文脈生成処理
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なお、このときに生じる連番の端数は、定期的に実行されるジョブ処理（連番振り直し

処理）によって解消される。また、レコードの挿入によってインデックスページの断片化が

起こらないよう、インデックスの構築時にインデックスページ内にあらかじめ空き領域を

設けている。 

 

 
図 49 分割結合処理・ジョブ処理時の連番の振り方 

 

短単位テーブルの連番の端数は、データの整合性維持にも利用されている。 

例えば、複数の作業者（A・B）がいる場合に、作業者 A が作業テーブルにデータを読み

込んだ後に、同じ箇所を作業者 B が更新したとする。通常、複数の作業者による同一レコ

ードの修正はデータの不整合を引き起こす原因になることが多いが、大納言では作業者 A

が更新する際には短単位テーブルに該当するレコードが存在しない（作業者 B による更新

によって既に連番が変更されている）場合には、作業者 A の処理はキャンセルされるように

なっている（図 50 参照）。 

連番 出現書字形

10 これは

20 ペン

30 です

40 。

連番 出現書字形

11 これ

12 は

20 ペン

30 です

40 。

連番 出現書字形

10 これ

20 は

30 ペン

40 です

50 。

① ②

連番10「これは」を「これ」と「は」に分割す

ると、連番には端数が入力される。 ジョブ処理により連番の端数が解消され
る。処理をした箇所以降は連番が10ずつ
ずれることになる。

分割結合処理前 分割結合処理後 ジョブ処理後
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図 50 連番の端数によるデータ整合性維持 

6.4.4. 全⽂検索機能 

全文検索は、単純に短単位テーブルのみを使用して処理を行おうとすると短単位境界を

越えて検索することになるので、データベースに負荷がかかってしまう。また、全文検索

用のシステムで通常用いられる転置インデックスは 1 億語規模のコーパスデータベースで

はインデックスのサイズが巨大になってしまうため適切ではない。そこで、大納言では SQL 

Server の全文検索機能を利用した独自の全文検索処理を行っている。 

大納言の全文検索の仕組みでは、全文検索用の文テーブルを使用している。文テーブル

にはサンプル名と文と、そのサンプル内での文の開始位置が格納されている。一方短単位

テーブルには文テーブルと対応する形でサンプル内での語の開始位置が格納されている

（表 23・表 24）。 

全文検索の処理の流れは以下の通りである（図 51 参照）。作業者が大納言を使用して全

文検索を実行すると、検索文字列を受け取った全文検索プログラムは一次処理として文テ

ーブルに対して文字列の検索を行い、該当する文字列を含むレコードのサンプル ID と、そ

の文中における検索文字列の出現頻度を求め、一次検索結果テーブルに格納する。次に二

次処理として、一次処理結果で出現頻度が 1 のレコードについて、詳細な文開始位置を求

め、二次検索結果テーブルに格納する。更に三次処理で、一次処理結果で出現頻度が 2 以

上のレコードについて、文中に存在する検索文字列の全ての詳細な文開始位置を求め、三

次検索結果テーブルに格納する。こうして調べられた文開始位置について短単位テーブル

を検索し、その結果を作業テーブルに格納する。 

コーパスデータベース

短単位

テーブル

①

ユーザーAが作業テーブ
ルにデータを読み込む。

②

ユーザーBが短単位テー
ブルを更新する。

③
ユーザーBと同じ箇所を

更新しようとすると、該

当するレコードが短単位
テーブルにないので処
理がキャンセルされる。

作業テーブル
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表 23 短単位テーブルと文テーブルのデータ例（短単位テーブル） 

サンプル ID 文境界 出現書字形 文開始位置 文終了位置 

OW6X_00000 B 1 10 20 

OW6X_00000 I   20 30 

OW6X_00000 I 日本 30 50 

OW6X_00000 I 文化 50 70 

… … … … … 

OW6X_00000 B （ 220 230 

OW6X_00000 I 1 230 240 

OW6X_00000 I ） 240 250 

… … … … … 

OW6X_00000 B 1 350 360 

OW6X_00000 I   360 370 

OW6X_00000 I 文化 370 390 

OW6X_00000 I 庁 390 400 

… … … … … 

 

 

表 24 短単位テーブルと文テーブルのデータ例（文テーブル） 

サンプル ID 文開始位置 文 

OW6X_00000 10 １ 日本文化の発信による国際文化交流の推進 

OW6X_00000 220 （１）文化庁文化交流使事業 

OW6X_00000 350 １ 文化庁文化交流使事業 

… … … 
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図 51 全文検索処理の概念図 

 

なお、文字修正処理や数値変換処理によって本文が変更された場合には、文テーブルの

該当箇所も変更する必要があるが、この処理はジョブによって行われる。ジョブ処理では

文テーブルと短単位テーブルの間の不整合を検出し、整合性を維持するようそれぞれのテ

ーブルを毎日自動的に更新している。 

 

 

 

 

 

【一次検索】

文テーブルから
文字列を検索して

次の情報を取得
・サンプルID 
・文開始位置

・出現数

【二次検索】

一次検索結果の
出現数1について

検索文字列の詳細な
位置を検索

文テーブル一次検索結果

【三次検索】

一次検索結果の
出現数2以上について
検索文字列の詳細な

位置を検索

短単位テーブル二次検索結果三次検索結果

作業テーブル
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6.5. 分割結合処理 

6.5.1. 分割結合処理の概要 

分割結合処理は語の区切り位置を修正して、さらに語に属性を付与するための処理であ

る。 

 

図 52 分割結合処理時の操作 

 

大納言における短単位修正時の操作方法は、修正する語を KWIC サブフォームから選択

し（①）、修正する範囲（前後の範囲）を指定し（②）、語の区切りの修正と正しい属性

の付与をし（③）、実行ボタンをクリックすることによりデータベースに反映する（④）。 

なお、③における語の属性の付与は語彙表テーブルの中から適切なものを選択すること

で行う。これによって、短単位テーブルと語彙表とが関連付けされ、辞書データベースと

も関連付けられることになる。また辞書データベースに関連付けられた短単位については、

ジョブ処理によって整合性が維持される。辞書データベースで行った変更は、ジョブ処理

によって語彙表テーブルを介して短単位テーブルにも反映される。 

 

① 

② 

③ 

④ 
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図 53 語彙表テーブルからの選択 

6.5.2. データ修正時のデータチェック機能⼀覧 

大納言では、複数ユーザが同時に使用することを前提にしているが、一般的に複数ユー

ザから同時に利用される DB システムは、操作のタイミングによってはデータに不整合が

起こる危険性を持つ。また、データの仕様上禁止しなければならない操作もある(例：文境

界をまたいで語の結合を行う)。これらへの対策として、大納言では分割結合処理時に各種

のデータチェックを行うことで、データの不整合や仕様上許されないデータの発生を防い

でいる。データチェックの種類と詳細は下記の通りである。 

 

表 25 分割結合時のデータチェック機能 

名称 チェック内容 
タイミン

グ 

適用されるモ

ード 

同一属性チェック 

 

大納言では同一属性を持つ語を一括で処

理をすることができる。逆にいうと、同一

属性でない語は一括処理できない。同一属

性チェックは、処理しようとしている複数

の語が同じ属性値であるかを調査する処

理である。同一属性チェックを行う項目は

以下の通り。これらの項目が同じ値になっ

ている語については、一括処理を行うこと

ができる。 

・出現書字形 

・出現発音形 

・品詞 

・活用型 

・活用形 

・語彙素読み 

・語彙素 

・語彙素細分類 

ツール操

作時 

短単位 

長単位 

数字変換処理 
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文境界チェック 文境界を越えて処理することはできない。
ツール操

作時 

短単位 

長単位 

数字変換処理 

連番チェック   
連番が 10 の倍数でないものは処理するこ

とはできない。 

ツール操

作時 

短単位 

長単位 

数字変換処理 

文字修正処理 

数字タグ境界チェ

ック 

数字タグ境界を越えて処理することはで

きない。 

ツール操

作時 

短単位 

長単位 

文字修正 

数字タグ範囲チェ

ック 
数字タグ範囲内は処理できない。 

ツール操

作時 
文字修正 

文脈整合性チェッ

ク 1 

作業テーブルにおいて修正前と修正後の

文脈の相違をチェック。 

ツール操

作時 

短単位 

長単位 

文脈整合性チェッ

ク 2 

作業テーブルと短単位テーブルの文脈の

相違をチェック。 

分割結合

処理時 

短単位 

長単位 

文脈整合性チェッ

ク 3 

実際に処理を行った結果について、処理前

後の文脈の相違をチェック。 

分割結合

処理時 

短単位 

長単位 

 

6.5.3. 同⼀属性レコードの⼀括処理 

大納言では、同じ属性値を持つ複数の語については、一括処理をすることができる。ま

た一括処理に関する作業を補助する機能も実装している。以下に一括処理の例を示す。尚、

同一属性チェックを行う項目は出現書字形・出現発音形・品詞・活用型・活用形・語彙素

読み・語彙素・語彙素細分類である。 

 

単純な同一属性一括処理例 

誤った語の属性 

サンプル ID 順番 出現書字形 出現発音形 （その他の属性） 

A001 10 国語 A B 

… … … … … 

A002 150 国語 A B 

… … … … … 

A003 980 国語 A B 

 

正しい語の属性 

出現書字形 出現発音形 （その他の属性）

国語 C D 
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↓一括処理 

サンプル ID 順番 出現書字形 出現発音形 （その他の属性） 
A001 10 国語 C D 

… … … … … 
A002 150 国語 C D 

… … … … … 
A003 980 国語 C D 

 

複雑な同一属性一括処理パターン例 

誤った語の属性 

サンプル ID 順番 出現書字形 出現発音形 （その他の属性） 
A001 10 書 A B 

A001 20 字形 C D 
… … … … … 
A002 90 書 A B 

A002 100 字形 C D 
… … … … … 

A003 5300 書 A B 

A003 5310 字形 C D 
… … … … … 

 

正しい語の属性 

出現書字形 出現発音形 （その他の属性）

書字 E F 

形 G H 

↓一括処理 

サンプル ID 順番 出現書字形 出現発音形 （その他の属性） 
A001 11 書字 E F 

A001 12 形 G H 
… … … … … 
A002 91 書字 E F 

A002 92 形 G H 
… … … … … 

A003 5301 書字 E F 

A003 5302 形 G H 
… … … … … 

 

同一属性の一括選択は、フォーム上のボタンをクリックすることで行う。このボタンに

より、作業者が KWIC サブフォームにて選択中のものと同じ属性（前後の処理範囲の語の

属性まで同じもの）を持つものが自動で選択されるようになっている。 
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図 54 同一属性レコードの一括選択ボタン 

 

6.5.4. ⽂字位置取得処理 

短単位テーブルを更新する場合には、文字テーブルとの間でサンプル ID、文字開始位置、

文字終了位置の対応関係を維持する必要がある。複数の短単位を一括処理する場合や、短

単位が文字修正されている場合（文字開始位置・終了位置が端数になっている場合）も同

様である。このように処理時に短単位テーブルと文字テーブルの対応をとるための処理が

文字位置取得処理である。 

文字位置取得処理は短単位テーブル更新処理時に呼び出される。文字位置取得処理は文

字テーブルを参照して作業用テーブルに文字位置を入力する。短単位テーブルを更新する

ストアドプロシージャはこの作業用テーブルを利用して短単位テーブルを更新する（図 

55）。 
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図 55 文字位置取得処理 
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6.5.5. ⽂脈チェック処理 

大納言では複数の作業者に同時に利用されることを想定しているが、同時実行性を高め

るためにレコードのロックを必要最小限にとどめている。ただしこの方法は複数の作業者

により同一箇所が更新された場合に、文脈の整合性が維持されないリスクがある。そのた

め、大納言では短単位テーブル更新処理の際に何重もの文脈チェック処理を行うことで、

文脈が崩れないようにしている。 

分割結合処理中に行われる文脈チェック処理としては、作業テーブル内文脈整合性チェ

ック、作業テーブル短単位テーブル文脈整合性チェックと、処理前後文脈整合性チェック

の 3 種類ある。 

作業テーブル内文脈整合性チェック 

最初に行われる作業テーブル内文脈整合性チェックは、作業テーブル内に読みこんだ短

単位について、修正前と修正後（但し短単位テーブルに反映する前）の文脈の整合性をチ

ェックする処理である。これは、操作上のミスやツールの問題などによって起こる文脈の

変更を防ぐために行っている。これは大納言での操作中に行われる処理なので、チェック

を通過できない場合は短単位テーブル更新処理が実行できなくなっている。 

 

図 56 作業テーブル内文脈整合性チェック 

作業テーブル短単位テーブル文脈整合性チェック 

短単位テーブルに対する更新処理中に行われる作業テーブル短単位テーブル文脈整合性

チェックでは、作業テーブルの内容と短単位テーブルの内容の整合性がチェックされる。

これは主に複数の作業者が短単位テーブルをほぼ同時に更新することによって文脈が崩れ

ることを防ぐために行われるものである。 

コーパスデータベース

文脈チェックNG

作業テーブル

短単位

テーブル等

ストアドプロシージャ
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図 57 作業テーブルと短単位テーブル間の文脈整合性チェック 

処理前後文脈整合性チェック 

処理前後文脈整合性チェックは、短単位更新処理の先頭と最後で文脈の比較をする処理

である。短単位更新処理はトランザクションで括られているので処理中に問題が発生した

場合には直ちにロールバックされる。トランザクションで括られた範囲には短単位テーブ

ル更新処理以外にもいくつかの処理が含まれるため、わずかとはいえ、トランザクション

処理中に他の作業者により短単位テーブルが更新される可能性があり、そのまま処理して

しまうと文脈が崩れてしまう危険がある。それを回避するための処理が処理前後文脈整合

性チェックである。 

トランザクション処理中の文脈の整合性を維持するために考えられる他の方法としては、

トランザクションの分離レベルを設定するという方法があるが、この方法は同時実行性が

低下するため、複数の作業者を前提としている大納言においては作業性の点からデメリッ

トが大きい。そのため、大納言では文脈チェック処理を行うことで、同時実行性と文脈整

合性の維持を両立させている。 

なお、処理開始レコード直前の 1 レコードから処理開始レコード直後の 1 レコードまで

を文脈チェックの対象範囲としている。 

コーパスデータベース

短単位

テーブル

①

ユーザーAが作業テーブ
ルにデータを読み込む。

②

ユーザーBが短単位テー
ブルを更新する。

③
ユーザーAが短単位

テーブルを更新する時

に、文脈チェックを行う。
作業テーブルと短単位
テーブルが異なる場合
は処理をキャンセルする。

作業テーブル
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図 58 処理前後文脈整合性チェック 
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ただし、対話式数字変換処理・文字修正処理時には、処理前後文脈チェックは行わない。

そもそもこれらは文脈を変更するための処理だからである。対話式数字変換処理と文字修

正処理時は文脈確認用画面を表示して、作業者が目視により文脈の整合性を確認するよう

にしている。 

 
図 59 目視による文脈の確認画面 

 

これら文脈チェック処理や文字位置取得処理の流れをまとめたものが以下の図である。 
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図 60 短単位テーブル更新処理の流れ 
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これらの処理が全て通って初めて短単位テーブルの更新が確定される。何れかのプロセ

スで問題が検出された場合は、処理はキャンセルまたはロールバックされる。また、対話

式数字変換処理時・文字修正処理時にはそれぞれ専用の文字位置取得処理が行われる。 

6.5.6. 短単位テーブル更新時の⻑単位テーブル更新処理 

短単位テーブルの更新が長単位の境界をまたぐ場合は、長単位テーブルの該当箇所の長

単位の区切りと属性を見直す必要があるため、短単位テーブル更新時に長単位テーブルに

及ぼす影響をチェックして、必要であれば長単位テーブルの該当箇所にフラグをたてる処

理を行っている。作業者はフラグを検索することで短単位境界と長単位境界の相違を容易

にチェックすることができる。 

6.5.7. 特殊な属性値 

分割結合作業における属性付与時に、語彙表には存在しない特殊な属性値を付与するこ

とがある。特殊な属性値は以下の通りである。 

表 26 主な特殊属性値 
ID 属性値 説明 

1 新規未知語 一致するものが語彙表内に存在しない語 
2 英単語 辞書登録を行わないアルファベット表記の語 
3 電子化誤り （作業用）BCCWJ の電子化の際の誤り 
4 コンピュータ用語 辞書登録を行わないコンピュータ用語（関数名等） 
6 correct 処理 （作業用）原文修正処理を行った箇所 
7 URL URL、メールアドレス等（解析を行わない） 
8 電子化ママ （作業用）BCCWJ の電子化の際の不審箇所 
9 漢文 サンプル中の漢文（解析を行わない） 

10 方言 サンプル中の方言会話（解析を行わない） 
11 振り仮名 （作業用）本文中に陥入する括弧入りの振り仮名 
12 チェック済み （作業用） 
13 NumTrans 処理 （作業用）数字処理を行った箇所 
14 カタカナ文 （作業用）サンプル中のカタカナ漢字交じり文 
15 言いよどみ 辞書登録を行わないサンプル中のいいよどみ 
16 web 誤脱 Web データ特有の誤脱 

 

特殊な属性値が付与された語については、高度な検索を利用して検索することができる。 

 

図 61 高度な検索による特殊な属性値の検索例 
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6.6. 対話式数字変換処理 

6.6.1. 対話式数字変換処理の概要 

UniDic での解析において、アラビア数字で書かれた本文を漢数字に変換する等の数字変

換（NumTrans）処理が行われる。形態論情報データベースに取り込まれたデータを修正

する際、この数字変換処理の誤りを手動で直したり、数字変換処理が為されなかった部分

に手動で変換処理を行ったりする必要が生じる。このための機能が大納言の対話式数字変

換処理モードである。対話式数字変換処理モードでは、アラビア数字で書かれた本文を漢

数字や分数などに変換するための操作をサポートする。 

対話式数字変換処理では次のような処理が行われる。 

・出現書字形が変更される。 

・文字開始位置と文字終了位置が通常とは異なる形で振られる。 

・短単位テーブルの他に、数字テーブル・文テーブル・長単位テーブルが更新される。 

 

図 62 対話式数字変換処理の作業画面 
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6.6.2. 数字変換処理の種類 

対話式数字変換処理の種類には以下のものがある。 

表 27 数字変換処理の型 

変換型 説明 変換例 

Decimal 変換 一般の数字の変換 １９９７ 

→ 千｜九百｜九十｜七 
Fraction 変換 分数の変換 

（BCCWJ の fraction タグ）

１／２ 
<fraction>１／２</fraction> 
→ ２｜分｜１ 

SuperScript 変換 上付き数字の変換 
（BCCWJ の superScript タ

グ） 

２３ 
２<superScript>３</superScript> 
→ ２｜３｜乗 

※ NumTrans による数字変換を経た場合には fraction タグの仕様が異なる。詳細につ

いては NumTrans のマニュアルを参照のこと。 

6.6.3. テーブル間の整合性について 

対話式数字変換処理をする際は、短単位テーブル以外のテーブルも更新し、関連する各

テーブル間で矛盾が起こらないようにしている。 

まず、対話式数字変換処理によって短単位テーブルを更新し、次に数字タグ情報を数字

テーブルに保存する。また、対話式数字変換処理は短単位の出現書字形が変更される処理

なので、長単位テーブルも更新する。 

さらに、出現書字形が変更されるということは、文開始位置・文終了位置も変更される

ことになるので、短単位テーブルの文開始位置・終了位置と文テーブルも更新する。ただ

しこの処理はリアルタイムではなくジョブ処理により行われる。 

  

図 63 対話式数字変換時の各テーブルの対応関係 

短単位テーブル

数字テーブル 

文字テーブル 

長単位テーブル

コーパスデータベース

文テーブル 

 ジョブにより 

更新 
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6.7. ⽂字修正処理 

6.7.1. ⽂字修正処理の概要 

文字修正処理は、文字テーブル上のある文字を別の文字に変更したり、文字の追加・削

除をするための処理である。大納言では文字修正モードに切り替えることで文字修正機能

が利用できる。 

 
図 64 文字修正処理の作業画面 

6.7.2. ⽂字修正処理の種類 

文字の修正型の種類には表 28 に示すものがある。文字修正した際には、文字修正テーブ

ルに、修正箇所などとともに記録される。 

文字修正の記録は BCCWJ の correction タグに相当するものであり、XML 出力時には

correction タグとして出力される。 

 

表 28 文字修正処理の種類 

型 説明 
誤字 文字の誤り 
脱字 文字の脱落 
衍字 余分な文字の挿入 
誤変換 誤変換による単語単位での誤字 








































































































































